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序

秋田県は豊かな自然に恵まれておりますで。この豊かな自然の中で先人た

ちが育み、築き上げた歴史と文化が受け継がれております。県土に刻まれた

埋蔵文化財もその遺産のひとつであります。

現代に生きる私たちは、産業や経済を発展させ生活の利便性を高め、よ

り豊かな地域社会を形成したいという望みをもっております。と同時に、

先人たちが築き上げた遺産の認識と保護を託されており、受け継がれてき

た歴史と文化を損なうことなく、未来へと伝えて行くべき使命もあります。

高速交通体系を整備するため、大館西道路建設事業が進められておりま

すが、当教育委員会では埋蔵文化財の保護と道路建設事業の円滑な推進を

図るため、各種の調査結果をもとに事業者側と協議を進めて参りました。

工事区域内に存在する、縄文時代から近世に至る複合遺跡である根下戸

1 . II .臨遺跡については、記録保存のため、平成12年度に発掘調査を実

施しました。

調査の結果、縄文時代の陥し穴や平安時代の製鉄関連施設、中近世陶器

などの遺構と遺物を発見しました。

本書は、これらの調査記録をまとめたものでありますが、縄文時代の狩

猟方法や平安時代の鉄生産を研究する上でいささかでも役立てば幸いです。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまでご協力いただきました国土

交通省東北地方整備局能代工事事務所、大館市教育委員会をはじめ関係各

位に対し厚くお礼申し上げます。

平成13年9月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清



例

1 .本報告書は、大館西道路建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書である。

2. 本報告書は、平成12年度に実施した秋田県大館市の根下戸 I.II.III遺跡(略号 :2NGDI・

II.田)の発掘調査成果を収めたものである。遺跡は、秋田県大館市根下戸新町180-7外に所
在する。

3.本書は、 5章を除いて成田雄毅と宇田川浩一が分担執筆し編集した。

4. 全ての検出遺構・遺物の詳細な観察データは、秋田県埋蔵文化財センターにて保管している。

5. 層位は土壌層位学的記載を行った。また、層位学的脈絡はハリス・マトリクス法によって表現し

た。土色や混入物の割合等の記載は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版標準土色帖j1997年版に従った。

6. 図版 1-1は国土地理院撮影の空中写真である。

7. 出土黒曜石の産地同定はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した 0

8.理化学的年代測定は株式会社パレオ・ラボに委託した。

9. 製鉄関連遺物の金属学的分析は岩手県立博物館の赤沼英男氏に委託した。

10. 中世国産陶磁器の同定は、平泉町文化財センター八重樫忠郎氏による。

11.本遺跡の調査及び報告書作成にあたり、以下に記す諸先生のご教示・ご助言をいただいた。

穴沢義功、阿部朝街、安斎正人、池田悦夫、伊藤玄三、伊藤武士、岡本東三、小笠原永隆、栗原

{申立子、佐々木清文、佐藤宏之、 臼

凡 例

1 .本書に所収した地図及び遺構実測図に付した方位は、国家座標第X系による座標北を示す。本遺

跡のグリッド杭原点MA50の座標はX=29754.269、Y= -25319. 685である。

2. 遺構番号は、種類に関係なく検出}ll買に通し番号を付した。その後の検討の結果、遺構ではないと

判断したものは欠番とした。

3.本書に掲載した遺構は、発掘調査時の種別・ナンバーを基本として記載し、さらに各種別毎に l
号から通しナンバーをふっている。通しナンバーは初出時に括弧書きで示した。また、 SKPは

調査時のナンバーのまま示した。遺構記号は以下のとおりである。

SD:溝、 SK:土坑、 SKP:ピット、 SKT:臨し穴、 SM:道路跡、 SS:製鉄関連遺構、 SX:
性格不明

4.石器は以下のように計測・コード化した。

器種 1 :剥片 2 :リタッチド・ブレイク (RF) 3:使用痕のある剥片 (UF) 4:チップ

5 :石核 6 :スクレイパー 7 :ナイフ 8 :ドリル 9 :石斧 10 :ハンマー

11 :磨石 12 :台石 13 : :石血 14 :ポイント 15 :ノッチ 16 :磯 17 :石鍛

18 :その他 19 :ピエス・エスキーユ 20 :パンチ 21 :彫刻刀形石器 22 :礁器

23 :石箆 24 :石匙 25 :ストーン・リタッチャー 26 :砥石 27 :硯
石材 1 頁岩 2 :砂岩 3 :安山岩 4 :ガラス質安山岩 5 :凝灰岩質安山岩

6 :石英質安山岩 7 :花筒岩 8 :玄武岩 9 :凝灰岩 10 :流紋岩 11 :片麻岩

12 :緑色凝灰岩 13 :黒曜石 14 :玉髄 15 :メノウ 16 :その他 17 :軽石

18 :桂化木 19 :燥岩 20 :スラグ 21 :鉄石英 22 :石英 23 :泥岩

折面 o :なし 1 あり 被熱 o:なし 1 あり

打面形状 o :なし 1 単純 2 単純十微調整 3 :複合 4 :複合十微調整 5 :点状

6 :線状 7: I当然面 パンチ痕 o:なし 1:あり

末端形状 o :なし 1 フェザー・エンド 2 :ヒンジ・ブラクチャー
3 :ステップ・フラクチャ~ 4:ウートラ・ノfッセ

5. 分散は (N-1) を分母として計算した。遺物計測値比較のため標準偏差を示した。

弓Y
どご斗 A込 ~<> 4~3 。

6:線状1:単純 3:複合 5:点j犬

2 

折れの方向

ぷふ 4主主
4:複合+徴調整 7:自然面

3 

2:単純十微調整
111高 1享さ 背面の科離方向

11 
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第 l章はじめに

第 l節調査に至る経過

大館西道路は、大館市街地における交通渋滞や騒音の緩和と県内の高速交通ネットワークの形成な

ど、地域の文化と経済の交流の活性化を巨的として計画された路線で、県道大館鷹巣線に接続する。

計画路線は、根下戸道下遺跡から連続する台地上にあたっており埋蔵文化財包蔵地があることから、

建設省(現国土交通省)は秋田県教育委員会に対し遺跡の照会をした。県教育委員会はこれを受けて、

平成11年度に遺跡分布調査、遺跡確認調査を行った。この結果、根下戸 1. II .田遺跡を新たに発見

した。本遺跡の取り扱いを建設省と県教育委員会が協議した結果、記録作成の措置をとることで合意

し、平成12年 6月 1日から平成12年7月31日まで発掘調査を実施した。

第 2節調査要項

遺跡名称根下戸 1. II .回遺跡(ねげど I.II.IIIいせき)

遺跡略号 2NGDI.II.盟

所 在 地秋田県大館市根下戸新町180-7外

調査期間平成12年6月1日から平成12年 7月31日

調査面積 4，000m2

調査主体秋田県教育委員会

調査機関秋田県埋蔵文化財センター

調査担当 宇田川浩一 (秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

成田雄毅 (同非常勤職員)

小野寺ゆかり(同非常勤職員)

総務担当者 嶋田敏輝(秋田県埋蔵文化財センター主査)

調査協力機関 建設省東北地方建設局能代工事事務所(現国土交通省東北地方整備局能代工事事務所)

大館市教育委員会

1 -



第 2章遺跡の環境

第 1節遺跡の位置と立地

根下戸 I.II.III遺跡はおよそ北緯40
0

16'-.東経140
0

32'~=位置する(第 1 図)。遺跡は、米代川と

その支流長木川に挟まれた三角形を呈する西向きの巨大な舌状台地上にある。表層地質は十和田火山

起源の火砕流堆積物である。台地南側斜面は、複数の支谷によって開析された複雑な地形である。

大館盆地は出羽山地の一部にある。周囲を取り巻く山地は地塊構造がよく発達し、北西側には白神

山地、東側には高森山地、南西側には摩当山地がある(第 2図)。

盆地内には大きく分けて 5面の段丘が確認され、根下戸 1・II.III遺跡は第 2商に乗る。米代)11 • 

長木)11は共に大館盆地内で細かい曲流を繰り返したため、!日河道が所々に残されている。それらの自

然堤防上には現在の集落が立地している。 1999年9月に道日木の第 5段丘と第 4段丘の境目、段丘崖

面下から平安時代の埋没住居が発見され、当時の生活面が明らかとなった(大館市教育委員会2000)。

また、東山系基部調整刃器が出土した松木高館平遺跡は、下内川に浸食された山地と沖積低地の境目

に位置する。

遺跡付近における米代川の現在の氾濫源は右岸側となっており、左岸側には複数の低位段丘が形成

されている。地形判読をするとかつては出川集落の南で引欠川と合流していたと考えられる。長木川

との合流地点も現在の横岩大道下を下限に餅田集落の下を上限にして移動している。遺跡から見て、

北の二ツ山と南の達子森がいずれも独立残正として目立つ。

遺跡の南を流れる米代川の河床には凝灰岩・安山岩・砂岩が多く含まれ、硬質頁岩・玉髄・潟地i. 

花岡岩・閃緑岩もある。遺跡から400m程離れた川岸で、は直径10~300mmの凝灰岩・安山岩・砂岩の扇

平な円礁が目立つ。硬質頁岩の円礁は直径100mm以下で、ある。また、璃瑠や玉髄の円磯も採集可能で

あるが、直径は50mm以下で、量も少なく節理が発達している。

他に大館市には、化学組成上黒曜石と類似する松脂石が採集可能とされているが、石器石材には使

われていない。また、硬質で桂化度の高い石英質安山岩が、釈迦内中台 I遺跡内に残る小高い残丘の

基盤岩として現れており、採集可能である。硬質頁岩よりも硬くステップブラクチャーを起こしやす

い。根下戸遺跡では石器素材として用いていない。他の遺跡でもほとんど見かけない石材である。凝

灰岩、安山岩の屑平な礁は石錘や半円状屑平打製石器の素材として用いられる。

また、男鹿半島では磯浜の海岸磯および海岸段丘に露出した砂磯層中に黒曜石と良質の硬質頁岩が

含まれており、これも石材獲得のための有用な資源となっている。

第 2節遺跡、の歴史的環境

根下戸 1.耳・皿遺跡の同一台地上には、隣接する根下戸道下遺跡をはじめ土器棺纂が発見された

芋掘沢遺跡など縄文時代早期から前期の遺跡がある(第 l図、第 1表、大館市史編さん委員会1979)。

根下戸道下遺跡では、縄文時代早期の住居跡を始め晩期まで断続的に生活の痕跡が残っていたが、根
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第 2卒 :遺跡の環境

山地

丘陵 低地

巳 111地

図丘陵

2図 捜下戸 1. II奇麗遺跡の乗る段丘商と地形区分密

第 1表根下戸 1.豆・直遺跡とその閤辺遺跡

、中 ¥11-1答穴遺構、空J!ill、土豪;夜11:;
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第 2節遺跡の歴史的環境

I.II.III遺跡では、縄文時代前期の臨し穴と遺物集中地点がみつかった。同一台地上の隣接す

る地点別に機能差がある。

米代川流域大館市域の縄文時代前期では、豊富な動植物遺存体が出土した池内遺跡が著名である。

他に松木、餅田屋敷添、塚ノ下、茂内、萩ノ台E、山館上ノ山、芋掘沢、本道端、寒沢Eなどがある。

山館上ノ山では竪穴住居跡16軒と、台地斜面と谷状地形内の「捨て場jが調査され、大量の円筒下層

式土器と共に大木式土器が出土した。また、 2点の鋒形石器も出土している。萩ノ台 H、寒沢H両遺

跡でも台地斜面に「捨て場Jが確認され、所謁「茂屋下岱式土器群Jから中期の円筒上層 e式が堆積

していた。池内では、前期中葉から末葉の集落全体が調査された。萩ノ台E、池内、山館上ノ山、狼

穴では岩偶が出土している。

2000年の夏には大館市矢立屡寺が発掘調査されている。この遺跡は古代中世の当該地域の宗教を知

る意味で重要である。根下芦遺跡のごく近隣では製鉄もしくは鍛冶が行われていたはずであり、これ

らの鉄器が供給されたことによる生産力の増大が宗教センターを支える理由となったと考えられる。

高橋は元慶の乱の後、米代)11をさかのぼって製鉄技術が伝播すると想定している(高橋1990)。

代川上・中流域では2000年に調査された遺跡だけでも鷹巣町からむし岱 I遺跡や大館市根下戸E遺跡

でスラグ、鹿角市柴内館跡で鍛冶炉が出土している。以前調査された例では大館市大館野遺跡、鹿角

市堪忍沢遺跡、自長根館 I遺跡から製鉄炉が、鷹巣町法泉坊沢E遺跡、鹿角市太田谷地遺跡と小坂町

はりま館からは鍛冶炉が発見されている。平安時代後期の製鉄・鍛冶技術者の拡散を示す。

また、 1999年9月には道白木の河岸段丘斜聞から埋没住居が発見され、家屋の構造を知る重要な資

料となった。他には釈迦内中台 I.耳、諏訪台、塚ノ下、扇回道下、地内、餌釣館(山王岱)、山館

上ノ山、袖ノ沢、横沢、上野、餌釣の各遺跡があげられる。また、根下戸道下遺跡では白頭山火山灰

が発見された。上野では土師器と共に擦文土器が出土している。蔵田道下遺跡からは竪穴住居跡群と

掘立柱建物跡が発見されている。横沢は細長い独立台地を空堀で 2つに区画しており、その l区間か

ら竪穴住居跡群が発見されている。

[参考文献]

秋田県教育委員会 f秋田県遺跡地区I(県北版)j 1991 (平成 3)年

秋田県教育委員会 計良下戸道下遺跡J秋田県文化財調査報告書第297集 143 p. 2000 (平成立)年

板橋範芳 「道白木遺跡埋没家屋調査概報j 大館郷土博物館研究紀要 f火内J創刊号 28~46 p. 2000 (平成12)年 大館郷

土博物館

大館市史編さん委員会 f大館市史j第 l巻 531p. 1979 (昭和54)年 大館市

高橋学 「古代末の出羽一米代川流域の鉄関連遺跡-J W季刊考古学j57号 22~25p . 1990 (平成 2)年 雄山間
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

根下戸 I.II.III遺跡、の土壌層位学的特徴は以下の 3点にまとまる(第3図、第2表)。

1 .十和田火山噴出物を母材とした腐植質アロフェン土で残積性土壌である。 A層は分厚く発達し、

褐色森林土ではない。縄文時代以後十和田 a火山灰降下後も、褐色森林土が発達するほどの森林植生

は存在せず、草原または低木十草原といった植生が維持管理されていた可能性が高い。

2. 1遺跡斜面部は、頻繁な崩落と土壌全体の旬旬によって母材を供給される崩積性土壌である。

3.人為的な援活L(耕作)の影響を頻繁に受けている。また、植林によっても撹乱されている。

層位土 壌層位腐殖

杭南東隅のものをグリッド名とした。

遺構は基本的に長軸に沿って 2分割し、層位を確認

して完掘した。土壌層位学を用いて層序を観察記載した。 1日石器文化探求のため深掘りを行った。

I Aul 

I Au2 

I ABu すこぶる富む植物痕

1 ABu2 原京司
IIAul ね~
IIAu2 主主化n/~&.""""'~ -h'旋回U 臥 IWA1.rN

35i 口回
ν なし パミス

;::目回
lXCg クラックスコリア

同
ラピリ

第 3図根下戸 1. II .田遺跡の層序

第 2節調査 の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方

法(第4図)は、以下のとおりである。

原点をMA50とする。原点をとおる南北方向の軸を

南北基線、直交するものを東西基線とし、 4X4mの

グリッドを設定した。東から西に向かうアルファベッ

ト (LT'MA. .)と、南から北に向かうアラピア

数字 (50・51・.)を組み合わせた記号をつけ、方眼

第 2表摂下戸 1. II .車遺跡基本層序

lJh|}hkb?t込附;L杭品話ιι町b/八l|HiFド;立主 1- 11 I~ 土~ 1 

2J;J一一?μ山山杭肌品ι山品品/?%弘fι仏Z弘1 ア叶亜|民副叫1-一 |除佐制在旺副I1佐百副引札札L件山+..1件++11 1-b:ぷミス ゆi~ latンジ
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51斜 15mm りC+ー
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:t… 15mm--土|状4+ 1++ 1++ 

削 7/0.5層 E
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10YR4/4マト
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7.5YR6/Bi昆 1 IL- 1 1++-1 1 パミスφ5-
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実測図は 1/20で作成し、遺物の取り上げは全点ドット法で、行った。原位置を失ったものはグリッ

ド一括とした。また、写真撮影は35mm判のモノクロ・カラースライド・ネガカラーを使用した。

室内整理は、原図から第 2原図を作成しトレースした。遺物は洗浄・注記のあと全点をカード化、

データベースを作成した。遺物カードを作る過程で報告書収録遺物を選別し図化したO
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第 3節調査経過

発掘調査は平成12年6月 1日から 7月31日まで行い、縄文時代の焔し穴・土坑と歴史時代の排淳

場・溝などを発見した。 1. II遺跡間の沢にトウホクサンショウウオ等が棲息しており、重機・作業

の移動や表土除去に細心の注意を払守った。

5月第4週から重機による表土除去とグリッド杭打設を行った。 日遺跡は撹乱がひどく、地山層ま

で重機で除去した。 1遺跡は漸移層を、田遺跡は十和田 a火山灰層を確認面とした。

6月5日に大館市の自然保護団体から I遺跡北側の沢に油が落ちている旨の通報が入り、建設省津

幡設計係長と北分室杉?*U分室長が6日現地で協議した。その結果重機が沢を横断する時は大館国道出

張所建設監督官室原子一麿現場技術員の立ち会いの元で行うこととなった。

6月第 2週でほぼ粗堀りは終了し、 E遺跡では遺構確認と一部精査を行った。第 3--4 :i1!Iには I遺

跡をほぼ終了、 E遺跡は遺構精査と断面実測、田遺跡は排浮場を調査した。

6月初日に E遺跡内を通る農道部分下の調査について原子現場技術員と協議し、周辺農家に 7月中

旬に 1日迂回してほしい旨を

日農道を復旧した。

した。 17日に調査したが、数点の遺物のみで遺構は確認されず、同

7月第 2週から第 4週では、到達跡を重点的に調査した。 4笛所の排j幸場を50cmの小区に細分し、

土壌を全て水洗して鉄浮を回収した。土壌の水洗作業は調査終了時まで連日行った。 10日に I遺跡、

17日に日遺跡、 25日にE遺跡を完掘した。 31日午前中まで写真撮影・図面作成・土壌洗浄を継続し、

午後撤収した。

喜
ョ

SK13 

根下戸E遺跡

根下戸 I遺跡

第4図 完掘時の標高と遺構分布図とグリッド配置図
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第4章調査の記録

1節根下戸 I遺跡

根下戸 I遺跡からは縄文時代前期の遺物集中地点 2笛所、時期不明のピット 8基、溝 1条が発見さ

れた。遺物集中地点は縄文時代包含層で確認した。

し縄文時代の検出遺構

①遺物集中地点 1 5図、図版2 2 ~ 5) 

[位置]調査区北側で発見された。グリッドLD ~ L F30~32、 L G32・33、LF33・34、L134で

発見され、遺物分布は調査範囲の西側へのびている。ちょうど、半分を調査した形である。

[形態]長径25m、短径12m程の長楕円形を描く。

[遺物]遺物の総点数281点の内訳は、土器9点、石器272点である。土器は地文しか持たないが、円

と考えられる。遺物分布に粗密があり内部で小群に i¥----ふ
」γ 」τ\轟~}

分けることが可能である。仮に aとbと呼ぶ。礁と炭化物はL133 LI34 e ;;;丈一/
§ 

b群の LE32グリッド杭周辺にまとまる傾向を示す。炭化物 闘ee. 惨 @輔 @ 

毒事 a 著書

はその周辺にある。石血・土器も同様の分布を示す。スクレ ー @
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第 5図 根下戸 1遺跡 SQ 12 (遺物集中地点 1)遺物分布図
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②遺物集中地点 2 (第 6図)

[位置]調査区南端で発見された。グリッ

ドKL25とKM26、 6mX4mの範囲に分

布する。遺物分布は希薄で、中心は調査範

囲外にのびる。

[遺物]58点の石器のみで構成される。黒

曜石 9点15.5%、玉髄2点3.4%とカラフル

な石材が目立ち、遺物集中地点 lとは異

なった石材組成である。剥片と石核を主体 十

十
K025 

第 l節根下戸 I遺跡

ぬ
町

+ 
KN27 

@ 

@ 

司

t

十
叩K

 
として、石鍛と石錘が組成される。玉髄製

の石核と剥片が接合した。

2益時期不明遺構

SD1溝(1号)が 1条と SKPが8

発見された。遺物が伴わない。 溝の覆土に 第 6図 根下戸 I遺跡SQ13 (遺物集中地点 2)遺物分布図

は十和田 a火山灰が再堆積している。斜面下から瀬戸美濃系の大窯E期の皿(第18図 1)を l点採集

十
KN25 

十
KM25 

@十
• KM26 

しており、これらの遺構の構築時期が中世以後に下る可能性が高い。

① S D 1溝(第 7図、第 3表、図版 2-1) 

[位置]溝は、遺跡北東側の調査範囲外へのびている。グリッドK024---29で発見した。

第 3表 SDl溝(1号)土罵説明

島砂

② S K P (第 8図、第 4~11表)

8 基検出した。 SKP3~5 ・ 7 が緩く弧を描い

て l列に並ぶ以外は、配列に規則性はない。

第 4表 S K P 2土層説明

層{立色絢 構造 土性 硬度
徴度窮 1可~~塑1

腐櫛 1* ヒピ 混入物 干し隙 その他

SiC 
0φ 5rn 

0スジ13ポ7~; ンゅ

1110YR1.7/1 
塊m状φ3

SiCL 十 H十+ mベト 10Y[(5/6φ5醐 4 0.5問+

Z~E5角m塊~ik ゆ 3 +++ 日φ.5rn I~日スジ.7ポ状5m~ンφ 4 

2110YR2/2 SiC + rn-十 10YJl5/8，， 10rnrn+ 

3 7+土、YR105Y/8R2/!?1I4E塊角塊状状混在と CL Ict Iごt 1- 1+ 1一 一 7.5YR5/自ゆlomJJスジe状57ポrnrnンゆ± 

根下戸 I遺跡

ぜ)

o 40m 

第 7図根下戸 I遺跡SDl溝(1号)
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第4章調査の記録

長室 LA27より
手前O.4m

国1.2m

B の
1.A27より
r~J 1.2m 、L

il.Y1.8m 

A 57.800m 

てミ受と1

⑧ 
ム;(コ)

忠5m十"---/

1.829より
十南l.Om

it!iO.8m 

57.900m _lL 

雫三f

SKP8 

⑮

A
一
一
山

m
細

ー「

A
O
O

J主-57.900m 

2~一気当プ佐知i りすぎ

SKP3 

6室 内二

jtJ 
ーム 57.800m _B__ 

七三7

SKP6 

@ LA31より

十ゴヒ0.6回

百l.Om

LA31より 。
;1ヒO.2m十
ii!l2.0m 

企 57.900m _lL 

~ 

SKP10 

。
⑭

A
一

学

1.C31より

ヲム北l.Om
東1.9m

B 

L831より

;ltO.6m 
凶1.3m

B
一

A
一

:豆T

第 8図根下戸 I遺跡ピット
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SKP4 

④ ヲム L828より
j1!iO.4m 

]ムο1
企 57.900m

主主2

G主 L832よ1)

-ト聖1.4m
Jt巴Lυ.Ym

A ~ B 
出 2よ「や)-

十

A 57.800πJ主

、~

モを

。。

7

P

 

悶
@
e
W
4
t
m

s

@
涼

@

4

 

n

υ

3

 

l

l

p

且

Z
J

1

5

K

P

 

K
U
@
S
W
M
m
H
 

f

S

@

@

@

町
出



第 2節根下戸E遺跡

5 S K P 3土層説明 第 8 S K P 6土層説明

腐{立色簡 構造 士柑 傾!!l'
鍛!!l'掠 F可J塑

腐t直 lR ヒピ 混入物 干し隙 その他 {扇古色Z時 構造 Ht 極度
陵度密 性可明

底値 !J! ヒヒ'混入物 孔間t その他

iE~3角m腕m 日
Q，5m 

IIlUY!11.iil SIじ 十 十 +++ i土 バミス~~ tJmm十
lIIOYRI.7/1 

||~耐7尚mm北
SiCL + +十 +十十 + 

IOY04i6 
スジ35状ポmmンゅ土

I仰10スジ..35ポ状mmン。土日ITf今塊状φ3 O，:Jm lOYli4/Gφ1-2附 高古木い中
2 IIOYR1. 7/1 '""'-'5mm SiCL + + ++司令 ト + 

IOY114/6、 SiC I~スジ7状3imf~ンゆH 
IOY02!1、 TIIT角l峨状ゅ5--Li IOYI14i6φ10-

2150世づっ .......7mm C |土 ++ 令+ 20mm十

311OYR1.7/1 
E~E5角m塊m状 φ3

SiCL ト +++ 炭化物件
古高木い率 I 

第 9表 S K P 7土層説明

第 6表 S K P 4土層説明 層位色調 1荷造 土世 f~皮
綾度\~ 性可塑

腐植 十立 ヒピ 混入物 干し同t その他

勝{立色調 {曹造 土性 限度
徹度密 l 性nJ塑

腐植 111 ヒピ 混入物 引し隙 その他
117.5YOI.7/1 

1~1117j有m塊m状ゅ5
CL + + +十+ 4 ガラス粒

00スシ351ポたmmンごと

直角地状φ5
0Oニジミ5状7l1mf~mンゆ÷ 

1 IIOYR4/4 一、7mm CL '" + +"ι よ+

ECよi+L崩、り I 騎り
一十II繭り 十十。

oスジ+05荘ポm、3-
H~E5角m塊m状ゆ3 5-

2110YR1.7/1 5よ5 弱よ
4 1m!百 、き・ と、 〆・?、 J， 2-..，3mm 

+上層り

0φ .3 

11スジ+07状ポfi~ シ戸、l1G0YYRmI/-72/マl、
直!fJ持状φ2 日.5m 菜10Y、R 樹5/皮日~‘ 4/ 日ψ 

2 ブル ---:1mm Si仁l十 4 ート +マ+ m土 10.四十

S分、しE、L 水多

++0 I~ジスL35iポR胴I~ Jt φ 
||H~125角m塊tl;.

5-

3 
O.7m 

+ 4ト++ 10YR!1/8ゃIOmm争

並~角3m塊m状

SiC I~シス戸mmイφ} ごとハミス φ0.5-
312.5Y02/1 SiCL ト ト 11 11. l際問 4

411日YRl.iil
日~E5角m塊YW;

J多3主K摺分いり

十 炭iじ物50弘

I~スア1 ポ戸、ン: 
1|1 33り1鴎古l¥'fJオL J 

4110YR2!1 
直-7角m塊m状 φ5

Si仁 斗→ II! Il!! IOYH6/4中1m而 1

SCI ++0 

I~ス φ 
事 地手3f、多

合高水い中
5 ワ21ワM 

O.7m 

'" IOYR5/8 ~ lOmm今

IOYR4/6士、 |ド並雌酬~巨似凶川5f角q悶 パミス中0.3- r~ジ叫31211~、nmや 戸?ヌト、串

51IOYR2(l+ふ SCL 十 1+++ O.5mm+サ

第10表 S K P 8土層説明

楢fu:色調 構造 ム出t 限度
i結主密 住 型

腐植 i畳 ヒピ 、約 孔 その{出

第 7表 S K P 5土層説明 φ0.3 人~;ポ1 
~ 

{層立色綱 構造 :1:性 硬1宜
鍛度密 性可塑

腐櫛 1毘 ヒピ 混入物 ，Lm~ その他

l0φ 3 

IJスジポi35jm~、mンゆ十
滅m状 φ3CL- O.5m lベOYミ05ス/60φ3m1m0十~、

lIIOY臼1.7/1 LiC + 十 +++ m← 20醐ト

21;土+十.5、、マYR11005YY/ブRI6M2ル//2 4 
距塊m状φ3

CL + 。一 + →ー

lo0ジa35状fm~mン。土

Oゆl 

Ibガゆ.O5ラ-醐3ス~土や0、05パ醐2-ミ IJスジ.7ポ状5m~mンイ6十車l角塊状φ3
よ2麗り

0.3m 
311OYR1.7/1 .......Smm LiC + + 十++ m← →や

戸2+5、Y担102/YH15/日
~aE5角m担m地状ψ3LiC IOYR5/日プ口ツク

IJジ司《状35J'J問，.、J ‘ 4b + 

4 ← -S止 ← + ψ0.5-10四

7状5土YR5， 剖~17fqmml地iI:ゅ5 O.5m 
0.5醐IIIOY02/1 SiL 十 十 十 +++ ロ3→ザ →ー

2 I~マ5YRプ4/ル6.5/ 角塊状ゅ 10 2チ状mュIm~十プ

-20mm SiC + 

0ψ 3 

l口0日ス土
SiC ~ 

ITIT角4塩tk~φ5 ~ O.5m 

3 IIOYR3/3.4/4 -7mm LiC + ↑ 争} m:t i土 ハ‘Lλー T・

0φ 3 

I~日スジ状57ポ問~ンφ ト
SiC ~ 

41~0~;川14、 斑角地状φ5~ O.5m 
--7mm LiC 十 m::!: 十

第11表 S K P 10土層説明

5 I:~~~~j~ 日+、
Z~E5角'，YU包と状5-φ3 00ナブ状35ュ醐~ーφ 土

7mm SL + + 土 土 1OYR4/4φ10醐+

6 IIOYOl. 7/1 
~slE7角m塊m状 φ5

SC →一 + +ーや
炭ス化物、 5パmmミ→ 

凡0プチ中5状ュ土~。1 

泥炭化

層{立色潟 f持造 jこ性 硬度
徹度底 性可塑

腐植 iR ヒヒ 1見入物 孔隙 その他

E~E7向m塊m状φ5 パミスゆ0.2- O日スジ状3ポlm~mンや土

112.5Y町2/1 SiCL + l+ +十+ →一 O.3mmi 

z航角JJU状。3
S~CEL C 

炭のφ化塊25物50村×5問、10mパ、 :f~.í "スiこ
21IOYJtJ.7/1 -5mm ト 千十十

第 2節根下戸E遺跡 I~附スジ.ポ1i川R~J O 1 
3 マlOiR2プ/ノ2レ、4/4リmE-b向lJ.t虫状

sc 十 土

根下戸日遺跡は、縄文時代前期の狩猟場跡と考えられる。南側の I遺跡へと続く沢の傾斜面とその

第12表根下戸E遺跡遺構一覧

[遺構番号 |種別 規模(m) 時期

長軸 短軸 深さ

SKPl 柱穴用ヒ。ット 0.66 0.5 0.16 縄文前期

SKP2 柱穴用ヒ。ット 0.44 0.28 0.12 縄文前期

S恥13 道路跡 9.8 1.6 0.5 近現代

SKT4 陥し穴(円柱状・逆茂木跡) 1.12 1.04 縄文前期

SKT5 陥し穴(円柱状・逆茂木跡) 1.02 0.94 縄文前期

SKT6 陥し穴(円柱状・逆茂木跡) 1.72 0.96 縄文前期

SKT7 陥し穴(溝状) 3.78 0.68 1.02 縄文前期

SKT8 陥し穴(円柱状・逆茂木跡) 1.06 1.2 縄文前期

SKTIO 陥し穴(溝状) 3.02 0.68 0.86 縄文前期

SXll 性格不明 4.02 1.2 1.12 縄文目IJ期

- 11-



第4章調査の記録

付近から陥し穴を発見した。いずれも確認部は地山部(鳥越火砕流堆積物層)である。

L 縄文時代検出遺構

( 1 )焔し穴状土坑(円柱状で逆茂木跡のあるもの)

① SKT4 (1号)陥し穴(第 9図、第13表)

[位置] L 1¥146・47、LN46・47グリッドに位置する。

[平田形・規模] 直径1.12mの円形を呈し、確認面からの深さはl.04mで、ある。楕円形を呈する逆

茂木跡は底面のほぼ中央に位置しており、関口部の長軸16cm、短軸12cm、深さ28cmで、ある。

・底面] 固く平坦な底面からほぼ垂直に立ち上がり、中ほどからやや傾斜が緩やかになっている。

横断面は「ラツノリ状である。逆茂木跡は、平坦な底面からはほ垂直かつ直線的に立ち上がる。

[時期] 覆土から検出された炭化物の放射性炭素年代測定結果は、 5695yrbp土35で、ある。

第13表 SKT4陥し穴土麗説明

府{屯色調 4再i苫 上約十照度
揖度1密 性矧

席憾 提 ヒピ混入物 手Llir点 その他

1 I :~~、i日llL2、/1や1"一、川lUmn状lf，l汁
仁L十 ガ-ラ'"ス1Il之j:t、パミス 、5φmンmジ土

2110γR2/1 SiCL ム十 +i 1ー ミス手 2~-3mm :t

スポンジ
状1ψ5 ート 土 IOYR5/6φt........2mm 状φ

3 IIOYR3/2 SiCL 4 D.5mm← 

スポンジ
SiCL o ~kφ illI角塊状φ7~ 土~土~ト~++-O.lm IOYR5/6φ2.....3mm O.5mm十

4 IIOYR2/1 "'-151ll1ll SiC + +++ m十 ヰー-+ -.....~+ 

SiCL 

54り1厨CC+• よ O φ 1m 
スポンジ

担~:lRφ5
+ 

10YR5/6φ1---2mm 1主や
5 IIOYR3/2 ベト -c m+ 4 O.5mm+~ 

SiCL 

l;n，(/.lth.Hφ 54りR5SC雪，+、上 程り士ー上5 弱り士+よ5 1十ニ!6o l'.....2mm Iスt0L75jるoユm〆ジH 古商木阜
6110YR2/1 I---I0msl ト+

SiCL 

色ス4+婦R3拡ゃM.間2K5科明3 

lmf1q0f91世~I!状'11:、~φ 55り1崩亡C+‘ よ jり土丙ιJ主 1り士両。よ十5 10YR5/6φJ---2mm 
7 IIOYR2/1 H ト--，

~国虫mJJ11号

SiCL 

ス0JKポ5ψnンlTIlジト
I 1 0"J:'R1!2 ート

SiCL 

lロロO.!，I!<Ll
|問ム日

!屑り十J 
0ス:lJ;ポ3φmシmジ→ 1:古U，木串ヲ JOYRJ/2 1--l0mm f]C+ 十 IUYR5!6φ :10mmト

1

1
州民i3:11~φ1

ziE 
O 

SiCL 

煽り
? よ9 

I
状チ
1m

コ
φ
mごと
ブ

IOYR7/6φ20"""" 
IO!lOYRJ:/1 "' 3Umm11 

φυ5 

よluり
層

同
10
位t，L:Ii、ψ

Sや5I1Cーやト
- ごと~ Imm 

1
1土om~寸/6.1-2，聞 チ状1"ュ1ゆm ーブ合i商水率11110YR3/2 一十 4ヂ

SiCL 

l5~ よ1ト11Cり1百C 、
φ0.5 

日11司0l柱担~I!状 へ Imm 
II，OY応/61! 1-....2mH~ ス011:5ポゅmンmジ4 

+ 12110YR3/2 イ

じR1る173//621カニt 状円 SiCL 土戸、 .n'Vn 
チューブ

SiC |土 Imm-

② SKT5 (2号)陥し穴(第 9図、第14表)

LM46、LL46グリッドに位置する。

{溺立色調 f荷守 1:時限度
緑度密 v可l時j

腐航 iR ヒビ混入物 孔隙 その他

SiCL 

ジ+ 
ヨE角4屯状ψ3I斗Bり層C+よ

よサ13ーり厨
IOYR7!6ゆ20.-...

14110YR3/2 -....100叩 一← 30mmト

SiCL 

需品附作 58り1熔CC+、よ ょ1ト4η 層
oや5土m 1100YmRm7土16、φfiii5化~材φチtlimュ.ブ

151l0YR3/2 --!Omm 土 r ト 20--3日mm十

!JIT角成:1):ゅ3SCL ，-.、v 土~ 1100YmRm3一12、φ炭5化~物
ス0状代5ポ+φm ンmジ十

16110YR6/8 .......lOmm -SC 

SiCL 化IOY物R材3/2φf2立0子~、炭
I7 li~~昆6じ18るに ~班f140塊mm状φ5

~ -
SiC 斗一 サヲ 十 30mm 

18Ii~~6~~ブ1こル E~E1角Om塊m状φ5SCL +-
状チ1mュmφー±プ

-SC + + 10YR3/2粒子 -+  

SiCL |チブ
理10i角~41屯5状mmφ 

~ +.、“ +-
1'"炭化物 1 IÕ5~m -l 1911OYR3!2 SiC →一 寸一 + 

土~
illI角塊状φ5SCL ム~ 一ι~

チ状ュゆ ブ
20 1 lOYR61呂 .......tOmm -SC + 10YR3/2φt......2mm Imm+ 

スポンジ
2上0りR雪SiCL 状φ

q10H角~塊15状11mφ1 
ヘ戸 1-- IOYR6!8 ~14......... ラmm 05mm+ 

21 I JOYR3/2 SiC 二一 + -1 

こと~~- スポンジ状φ

2よ21り臆i2よ日り煽混6じIBるiこ
O.5mm十

並~1140沈mm状φ5SCL 自トヘ ~村、 21
-sc 」ト lυYR3/2 厨より+

SiCL φ 

同色ヨE角地割、φ ベト~+-|土 O..5m 
2311OYR3!2 lO，.._.15mUl SiC ++ πd 

ト，、 トへ，

混R6じ18るIC g"角~量状 φ5 SCL 
2よ+lり鰯、

-...lOmm -SC + 10YR3/2 

SiCL 
0φ 5rn 

，-ごとヨ I，n<;n 
HlIOI角~域 ゆ~ →一《切 +-

25110YR3/2 SiC →一 十+ m寸

[平面形・規模] 直径l.02mの不整円形を皇し、確認面からの深さはO.94mで、ある。 SKT4とほ

-12 -



第2節根下戸H遺跡

ぼ同規模である。逆茂木跡は底面のほぼ中央に位置するものの、関口部は円形ではなく、長軸26cmほ

どの楕円形を呈する。関口部からの深さは42cmである。

[壁・底面] 画く平坦な底面からやや外側に傾斜しつつ直線的に立ち上がる。逆茂木跡、は、平坦な

底面からほぼ垂直かっ直線的に立ち上がっている。

第14表 S K T 5陥し穴土層説明

層{立色調 構造 土性 硬度
融度自密 性，iJ裂

腐植 恨 ヒピ 混入物 干し隙 その他

締φ0恨1 
状時ーm州プチ校訓γ 3 A 

SiC ~ 
H~It7角i， JJU~λ ゅ 5 ~ O.3m φImm 

1 1l0Ylミ1.7/1 SiCL ++ ト +++ m:l:: ミスφImm

制IJl

スi，'，土6、オ0功fL7。Jmi5Lm 3 
φ0.1 

直e-7角l1l塊m状ψ5 O.31ll 
パIUミYスR6d/8l粒~子2mφm5、

2 17jYR1.7!1 SiC ++ 1+++ ロ3ト --IOmmト

i~日l亡'， 2

制φO1旦l 

ス状+ポ0φン50mジ3 
O.3m 

J 1 1 OYR 1.7i 1 .......Smm りS- ++ + +++ m:t r，ミスゆ InUll+

盟角lJU状。5 チ状1mュmφ土ブ
4 1 1 OYR 1.7/1 ---7mm SiC 十 ート 1OYR5/6ot5-7mm 

."‘ 
Si出E、

膳り+よト、4
スポンジ

5 110YR1.7/1 .........IUmm りC十 r 'H 10YR5/6φ5mm 0ti:5。ZYME11 

SiC 
1ゆmm ス状~ポ1φmンoジ5 ill!角JjU状φ51- 土~ →一戸、

b 1l0YR1.7i1 -!Omm SiCL 十 H+ 寸 lOYR212tll子ー

SiC 
~ 

Sよ、6tCり腐L C 
斗'-

蔚り++よ、6 
スポンジ

班角塊状φ5 ++e、ー IOYR5i6粒子ゆ5
状~l。m0m5 7 110YR2/2 -lOmm Jト ベト -6mm十

+- スポンジ
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③SKT6 (3号)陥し穴(第 9図、第15表、図版3-5・6) 

[位置] L P46グリッドに位置する。

[平面形・規模] 長軸1.72mの不整形を呈し、確認前からの深さはO.96mで、ある。関口部の規模は、

日遺跡で検出された陥し穴状土坑(逆茂木跡付き)のなかでは最も大きい。逆茂木跡は底面のほぼ中

央に位置しており、関口部の亘径は14cm、深さは32cmで、ある。

[盛・底面] 固く平担な底面からほぼ垂直に立ち上がるが、関口部付近でオーバーハング気味となり、

やがて緩やかな傾斜となる。やはり「ラッパJ状の横断面を更する。逆茂木跡の壁と底面の境ははっ

きりせず、揺り鉢状になっている。
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第4章調査の記録

第15表 SKT6焔し穴土層説明
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④ SKT8 (4号)陥し穴(第10図、第16表)

[位置] L N45・46グリッドに位置する。

[平面形・規模] 直径1.06mの円形を呈し、確認面からの深さは1.2mで、ある o II遺跡で検出された

陥し穴状土坑(逆茂木跡付き)のなかでは最も深い。近接する SX11との関連はないと思われる。逆

茂木跡は底面のほぼ中央に位置しており、関口部の夜径は14cm、深さは22cmで、ある。

(壁・底面]固く平坦な底面から外側に傾斜しつつ直線的に立ち上がるものの、次第にいびつなライ

ンとなる。逆茂木跡の壁と底面の境ははっきりせず、揺り鉢状になっている。
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第16表 SKT8臨し穴土層説明(つづき)
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( 2 )焔し穴状土坑(溝状)

⑤SKT7 (5号)陥し穴(第10図、第17表、図版3-3・4)

[位置] L 045・46グリッドに位置する。南側の根下戸 I遺跡と E遺跡との間にある沢の、傾斜面

肩部から検出された。

[平面形・規模] 一端が尖るクレパス状の平面形を毘し、関口部で長軸3.78m、短軸0.68m、底面

で長軸3.42m、短軸0.32mで、ある。確認面から底面までの深さは1.02mで、ある。

(壁・底面] 固く平坦な底面からほぼ垂直に立ち上がるが、一方の接面はやがて緩やかな傾斜となり、

変形した「ラッパJ状の横断面を呈する。

⑥S K T 10 (6号)焔し穴(第10図、第四表、図版3-1・2) 

[位置] ME48、MF48グリッドに位置する。 SKT7とは異なり、沢には関連がなく、遺跡北西部

の平坦な面より検出された。

[平田形・規模] 不整な長楕円形を皇し、関口部で長軸3.02m、短軸0.68m、底面で長軸2.66m、

短軸0.18mで、ある。確認面から底面までの深さは0.86mで、ある。

[壁・底面] 罰く平坦な底面から iVJ字状に立ち上がる。
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第2節根下戸立遺跡
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第4章調査の記銭

第17表 SKT7絡し穴土層説明 第18表 S K T 10焔し穴土層説明

府l立色悶 情 L性脱皮
数度密 {可生皆l駒縞 悦ヒピ 混入物 干し隙 その他 位蟻 色調 構造 土性 硬度

度綾密 性可塑
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第19表 SKPl土層説明

SiC 

ス状ポ0，:φン50一mジ3 
立~E7角Ij!sj世:

~ 
ム+.、ー

可ー/2ブル S51IC÷ L 
+- +-

寸 10Y下・1/6粒子

SiC 

lM状~土0.:φfン50…ジ3 
151;~刊8マ1. 7ブ/1ル、 SClCトL， 三し~

十 10YR4/8悦子

第20表 SKP2土層説明

16 I~~バYマR1.7ブ/1ル
1.，“品1111.11 時 ごとへ l(m~ゆ}土i斗m ス別刈1状'"史w0~l戸φ:50十ロ'.3】沼前X汀r 

1uY引5/:1粉干+

5f4m1見m#、φ SC- 土~
|仁ス状ポ。~φぷ50φ-ジ3 

17110YR6/4 SCL 十
( 3 )柱穴様ピット

(S K P 1・2:第10図、第四・ 20表)
SiC 

Iス状-ポoゆン50mジ3 ~ 
iiEf!J! 似たφ3 SiCLφ ト~

181l0YI日 7/1 ---5mm ... ' 一曇
調査区内において、 2基の柱穴様ピットを検出した。

検出箇所は陥し穴が集中する沢付近からやや離れており、 LS49・50に二つ並んで検出された。 SK

P 1は長軸66cm、短軸50cm程の不整な楕円形を呈し、確認面から底面までの深さは16cmで、ある。 SK

P2は長軸44cm、短軸28cm程の不整な楕円形を皇し、確認面から底面までの深さは12cmで、ある。また、

底面には直径10cm、深さ12.3cmの小孔があり、遺構構築時に穿たれたかどうかは不明である。
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第4章調査の記諒

第21表 S X 11性格不明遺構土層説明
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第3節根下戸田遺跡

( 4 ) 性格不明遺構

根下戸E遺跡では、性格不明遺構 SX11を検出した。沢肩部付近の狩猟関連遺構集中区から検出さ

れたものの、それらの遺構との関係は不明である。

①S X11性格不明遺構(第11図、第21表)

[位置] L lv146、LN46グリッドに位置する。

[平面形・規模] 不整形を呈し、関口部で長軸4.02m、短軸1.2m、底面で長軸4.14m、短軸1.36m 

である。確認面から底面までの深さは1.12mで、ある。

[壁・底面] 固く平坦な底面で、フラスコ状の横断面を呈する。

第 3節根下戸田遺跡

根下戸函遺跡は、立遺跡と同様路し穴が7基発見された。これらは立遺跡に連なるものと考えられ

るため、構築時期は縄文時代前期と推定した。また平安時代以降の排淳場が4基発見された。

第22表摂下戸盟遺跡遺構一覧

遺構番号 種別

長軸
SSl 排浮場跡
SS2 排j宰場跡
SS3 排津場跡
SS4 排津場跡
SKT5 陥し穴(円柱状・逆茂木跡)
SKT6 陥し穴(円柱状 e逆茂木跡)
SKT7 陥し穴(円柱状・逆茂木跡)
SKT8 陥し穴(溝状)
SKT9 ー陥し穴(円柱状 e逆茂木跡)
SKTI0 陥し穴(円柱状・逆茂木跡)
SKTll 陥し穴(円柱状@逆茂木跡)
SKT12 陥し穴(溝状)
SK13 土坑

し縄文時代の検出遺構

( 1 ) 陥し穴状土坑(円柱状で逆茂木跡のあるもの)

①SKT5 (1号)焔し穴(第11図、第23表)

[位置] MP71グリッドに位置する。

規模(m) 時期
短軸 深さ

6 6 0.15 平安以後
2 0.15 平安以後
6 6 0.15 平安以後
2 2 0.15 平安以後

1.02 1.18 縄文前期
1.1 0.92 縄文前期
1.4 1.22 縄文前期
3.8 0.42 1縄文前期
1.82 L26 一縄文前期
1.42 1.46 縄文前期
1.18 1.28 縄文前期
0.59 0.96 縄文前期
2.34 0.22 縄文前期

[平面形・規模] 直径1.02mの円形を呈し、確認面からの深さは1.18mである。不整形を畏する逆

茂木跡は底面のほぼ中央に位置しており、関口部の長軸は20cm、短軸は16cm、深さは30cmで、ある。

[壁・底面] 固く平坦な底面から内反して立ちよがり、やがて直線的に伸びる。 逆茂木跡は、平坦

な底面からやや外傾して直線的に立ち上がる。一部、内湾しオーバーハング気味に立ち上がる。

②SKT6 (2号)焔し穴(第11図、第24表)

[位置] MQ72グリッドに位置する。

[平面形・規模] 直径1.1mの円形を畏し、確認面からの深さは0.92mである。楕円形を呈する逆茂

木痕は、底面中央からやや西寄りに位置しており、関口部の長軸は20cm、短執は16cm、深さは26cmで、
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第4章調査の記録

第23表 S K T 5陥し穴土麗説明
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全

il:φ 
17やや黄 Snun LiC Hト++，十 O.lmm++ 

巴目山ノパリ3m叩町…O伽ミア主刊YR3/叩mスゆm耐3ν川+H5ψ/八+久m即~、"叩ru赤l"i九色"ス恩コ化
Oス11:ポloHン"Uジ++ 3 !1~.ìJ;れ"， I弓qtma叫mりU

1'+ __ 

CL 
IOYR6/6- TIfi角塊il:ゅ7

1817/6 --IOrnm 5L +十 + 風{じr，ミス++... 

ふ~

I~ノリ100〈アYミmスR'ψ3件5φ/ml7、mmゆ赤m←色、+風スつ化l状0スポ1ゅmンmジ++ I~~】11J tHW~
CL 

Iり十扇よ1 J 
4 判+ |ェ

Nl7/li0~ 7/ 
25mE角m 

ス状ポφンジI風スナfl!Jの化でラ区ノミミミ
やIOYやR疏L7il、 CL- 風士化、14パ厨ミよスりφi1111151 

19 UC →ト +十 +++ 日lmm++

[ハ厨リdアミよmスφmり5ゆγ15m即m一十、思、コ{じ厨り1よト2 
スポンジ

mu奇 ~~:U: φ
o 状iφmm++ 5mm CL 寸

2D7lO/Y6 R6/6~ E~E1l4日塊間n状φ7
SL ++ 風化l'ミス+++ 1-

--
IO状7l1φuM  luEH 61 iN10!η?Z/!り?白11

CL 
jり昔ト→、よ2 

r ++-f 1+ 
i嵐パHミス

スポンジ
風スの化ラ'モミ

，mf:iltω:ψ 
l土、14)謹より斗

状φ ナでi王
211NI.7/0 5mm SiC ++ +++ O.imm++ B'J 

一ふ~ lφ 界

N 1.7!O~ 
!5EEm角m 

ム上勺

11041:1φ 1I1111
T守

1スナ町ラミ
7 IIOYRL7/1 Cl η璃l I /111 

N1.7!O-- }j'!.化パミス φImm

|スO状ポlφ mンmジH 

ス風の化ラ"ミミ

.. や10羽やミ策L7/1 
illI角塊状& CL- 土 φ100m問、 14層 十で区

5mm LiC + 'イ? より{ }JIJ 

-j---..... 

8 ト7ーI1 CL 
lり十高Jγ 2 

ーH
ゐ，. i風7nu化n÷+; I~ねlmm+。

N1.7/0-

5[iEm角ffJ!!章特
間.，:'::-

スi去ポφンジ
風ス町lt'ラミミミ

23やluYやR黄17/1、 ナで区

LiC ご台 令一+ +++ 士、14庖よりト O.lmm+十]3IJ 

ームへ

山内 jÿ4~fφ 騎りιよ十ヮ i風7mn化1+'パミス9 IIiJYRI.7/1 5mm CL HI →-

NL71り~ スポJジ
ス民の化ラJξミミ

24やIOYや
rrJe角塊状φ CL-

風士化、14パ嵐ミよスりφ1iy 
4たφ ナで区

5mm LiC →一 ++ +++ O.lmm++ J.llj 

三二~
スポンジ

Iり薗よト
illI角塊状φ }晶化パミスφ5- 11:ゅ

I0110YRI.7/1 5mm CL 4ト +++ 7mm十 O.lmmll 
257lO/Y6 R6/6~ 盗角塊iため7

-10即訂 SL や+ 斗一 鼠化パミス朴+

~日
E角10島J;ili状ψ7SL-

+ II!lOYR6/6 SCL + 風化パミス+++ ー
26710/W6 Z6/6~ illI向10塊mm状ゆ7

SL ++ 十|… 風化パミス+++…

十，、ー

状Oスポlφmンmジ++ 
12 11 OYRI.7I 1 

g号j互m角m 
CL 

厨りト+よ、2

+ +++ 斗ヲ li風m化m付心、やゆや5ー~ 
嵐パ+ミ化、ス赤パφ色ミiスス~コ・宋5自mア風70t化

スポンジ 風スナ別ので化ラ区パミミ

27 I IOYRL71 1 
5亜m角m塊状。

SCL + ++ +++ O4Llゅmm++ 

土~

厨りト→よ、2
ス;1:ンジ

1311OYRI.7/1 
illI lq~屯状ゆ

O 状iφ mm++ 5mm CL 十 +++ →ー 鼠{!::-'"ミスφ50mm

パ風十ミ、化ス赤パゆ色ミIスス~コ・5来リmア風m土化
スポンジ ス風ナglJの化でラ区パミミ

H5zEn角m地it:ゅ it:φ 
28110YRL7/1 SCL 十 ++ +++ O.lmm++ 

間 7/0- IT[角l且状φ 毘eトJtパミスゆ Imm
I万tilφfンジ

14110YRI.7/1 5mm 司~++

#oス:，iiφmfンzn:JH F 
風ナスB'Jので化ヲ区'ミミミ

l3E1IU角rj!鬼状 φ I'j'ミ.ス赤φ色1ス~コ5リmアm士
2911OYRi.7/1 SCL " '" 

INI 
CL-

風士化、日パ溺ミス上りφ一一l !スo4UKポhφnンrn'~ジ+ !51~や詰
'Iliif，塊状ゅ
)mm LiC H H! I… 

ある。逆茂木跡に関しては SKT5とほぼ同規模である。

[壁・底面] 回く平坦な底面から外傾した後、やや内湾気味に立ち上がる。逆茂木跡は、平坦な底

面からやや外傾して直線的に立ち上がる。

③SKT7 (3号)焔し穴(第11問、第25表、図版 5-1・2) 

[位置] IVI Q . IVI R 73グリッドに位置する。

[平面形・規模] 鹿径1.4mの円形を呈し、確認面からの深さは1.22mで、ある。円形を呈する逆茂木

跡は、底面のほぼ中央に位置しており、関口部の直径は28crn、深さは18crnで、ある。

[壁・底面] 閤く平坦な底面から内反して立ち上がり、やがて緩やかに外反して関口部に至る「ラッ

ノリ状の横断面を呈する。逆茂木跡は、平坦な底聞からほぼ垂直かつ直線的に立ち上がっている。

④SKT9 (4号)陥し穴(第11図、第26表、図版4-1・2) 

MS75グリッドに位置する。

[平面形・規模] 直径1.82m程の不整円形を呈し、確認面からの深さは1.26mである。円形を呈す

る逆茂木跡は、底問中央からやや南西に位置し、関口部の直径は16crn、深さは18crnで、ある。
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第24表 SKT6陥し穴土層説明

f機立色調 構造 土性 硬度
婚度』指 4d4I1 E盟

腐続 !l! ヒピ 混入物 孔隙 その他

|。ス状ポlφ mンmジ土!i!I角塊状φ
I IN1.71口 5mm S止 +++ + 11mm土

2 間クロ10スッY7クR、/5状O/マ6ブトリ
5可Hm角m流~~ゅ

S止 ÷ 十 1++十 + fロームjφ lOmm+
l0 ス状ポ1φン，mジ土

3 NクロIUス1ッY7クi臼/状O/マ6ブトFリ
5t恒m角m塊il:φ

SiL ート 4ト++ 寸 fロムjφlOmm-l
I~ス状ポI。即ン日ジ土

スポシジ

5班mft号n線状φ Iロ…ムjφ0.5-
o1tlゅmm会4 IN1.7/0 SiL 4 +十令 Imm土

5 間マロ10ットY7リクR/ク5状0Jス~6、プ1/0 
藍角#皇状φ ι: 5mm SiL + ート +++ →ー 「ロム」 φIOmm+

亜角塊状φ [hロlUー念ム.jゆ+口 Oス11:ポlφm〆nジ土
6 INI.7/0 5mm SiL 十 + +++ ÷ 

NI.7/0マトリ

スo状ポiゃmンmジこ土7 クロ10スッ四ク、5状16プ 5iI1I1TE角m成状ゆ
SiL トト +++ 十

2「0ロmーmム4I~φ10-

B Nマロ101Yット7リクR/ク5状0/ス~6、プ1/0 
5日百m角I塊状φ

S止
層り++よ、! 

+ +++ fロムjφ lOnUll+
状0スポ1φンllTlジ土

9 Nマロlo1ットn7リクu/ク状0/ス~6‘プ1/0 
5斑mfrnqt似たψ

S止 + + +++ ÷ 
+fロー8層ムよJり"IC 

一。状一戸?、川lμゆm、、JmJ ーごとで

10 I~スロio/ッ、6Yマク1H厨6状ト/リ上6ク~ プ
スポンジ

5亜m向m島u状6
SiL ++ 十 +++ → 

2「0ロー1mム十件j， 。状I品mm土

IIIN1.7/0 
5ZEm角m塊状φ

S止 十 + +++ 十
1ロmrーnorムJ申0.5- Oス状ポlφmンmジ± 

NI.7/0マトリ

12 クロ10'スッYク‘R5状16ブ 堕角1屯状e
スi!:ポ<tンジ

5mm SiL ート +争 ート [ロムJφIOmm+O.lmm:i:: 

スポJジ
車両#似た。 I ロームjφ0.5-

o状l。uun+ 131N1.7/0 5nun SiL + 十 +++ ÷ IIlUIl::! 

14 ス5ロ10/、ッY6マク1R鰯6状ト/ロ土6ク~ プ
ill!角掩状φ 2IDロmmム"jゆ l0h状1Hゆン1mジ土
5mm S止 4ト+ + 4 

第25表 SKτ7陥し穴土麗説明

層{立色調 f膏造 土佐 硬度
度験早程 性可塑

組l植 依 ヒピ混入物 干し隙 その他

φ0.5 |ハ1チi句Rf小ュH++J 司 ジブ
z~Ha5角m塊m状ゅ3S止~

1 IN1.7/u CL 寸一 + +++ 2mm 

手0.5 ス状チポュ++ンー、ジプ

~EE5T奇m塊mitO3 SiL ....... ~ 
IDmm+ 2 INI.7!O CL →ー 十 ++φ 2mm :V:++ 

よ

ψ0.5 

If口 内同一納
状1チた+ュ++ン争ー、ジブ

3 IN1.7/0-2/0 
5EErnfzqn t屯状φ

亡L 摘り
ナ +++ Imm 

4N2/41/1: 10A7./1/006Y~ パRッ1チ5 

φ0.5 I~状チ;1:、d “++、+J -. J ブ
5亜m角m城状ゆ

L- 件'- 2mm 
CL 十 H Iロームjφ5mm-!

5l2/J/l 1O7，/loOn~ z15 亜角塊1たゆ =と~

f土iロ~、-2水mi色m、j土スψコ目1m担立zアnつφ、iチi状tポュHンー、ジプ

5mm CL →も + +++ + IOYR2/1φ30mm 

6 プトlO!}Wロクッ1ス1ク、36//i6マ 国l角l地i!:φ5 lf14 0ト聞刀ム、黄」φ色5ス~= 状チ状村ュ++ンー、ジブ

-7mm SiL 一十 斗 十 ベト

7 リ~ロlO'クッ2Yス/クRl、3、/613/5マ6/プト1 
z直角塊状ゅ5 →一【】

i スコリア+ 町黄色

ス状チ状ポ村ュHンー、ジブ

.......70110 SiL 十 + “ト

fロムjφ10- スポンジ

8 プ1ト0リYロクRッス1ク、56//i6マ 溺り++よ、7
30mm++-+++、ノξミ

状チ件ュー、プ
E~117角m地m状φ5SiL ....... +- スφJO.......30mm++

CL 争4争 ト 状H

9 ブ卜lO'担YロクRッス1ク、56//16マ ill!角地割:φ5S止~ 属り十+よ、7 l._ fロムJφIOmm++
ス状チ割、ポ村ュHンー、ジプ

-7mm CL ++ + 

IOI~~~マR3ー13プ~ル 班fl，塊状φ5L- ゴ~
IlOmm+ 

、φ ス状チil:ポHュHンー‘ジブ

-7mm SL ベト ト

第3節根下戸E遺跡

溺{立色調 |骨造 土性 硬度
鰍皮¥'il 性可塑

腐植 11! ヒピ i1f:.入物 干L町~t その他

1 5 1|13スロ10/ッ、Y6マク1R層6状ト/リ6土/;ケプ
I~盗m角m塊状4

SiL ++ 'r 'r + 20mm+++ 

Jクロ1401スッY7ク、R/U状Oマ6プトザ
iJE角持i!:φ |ス0状ポ1φm〆mジごと
5mm S止 + 十 +++ fロムjφIOmmト

171~スロ10/ッ、Y67マ1R層64トt/リ上6ク~ プ
!H!:角1堪状申 fロムjψ I~ス状ポ1ψmンmジ会
5mm S止 " →一 20mm-ftt 

181~スロ10/ッ、Y6クマIR緑6状ト/ロ土6ク~ プ
iJE向塊状φ 2「0ロmーmムH1+0、17厨より I。ス状ポlφmンmジ土
5mm 5止 ++ ト ト ート

1 9 1 1l15スロ10/、羽ッ6マ1ク百騎tトi/tリ士6ク~ プ
""f~JJIW:φ ス0割、ポ1φン1mジ会
5nun sι ++ →ー fロームjφlOmrn-1

20 クNロ10ス1ッn7ク‘E/51Ok /マ6ブトリ
l5mmm 状 SiL 十 ++ +++ + 

「10ロmーmム十jφラ~ lMo状lφzfnンmジ土

21 Nクロ10ス1ッY7クR、/5状0/マ6ブトリ
ill~角塊:J!.:φ 「ローム1ゆ5-
5mm SiL ート ++ +++ + 10nun十

鋭角塊状φ ++【日 fロムlφ
22 I toYR5i6 5凹 n SiL +++ 一H与 + + 20mm.j-l+ 

9"角1車割、φ ++へe fローム]凸 o1スt?l Ho mンmジ念
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班角塊i!:ゃ 状。
5mm 5止 ++ ++ +++ + パミスゆ lmm十 。lmm:t
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第4章調査の記録

第25表 SKT7陥し穴土層説明(つづき)

Ei色潟 i悩 L 性 L，~皮 1;:/.i!! 1剛 i 限 ;~I醐 i制 |土J硬度附IfR Iヒピ i混入物 {L!拙 iその他

第26表 SKT9臨し穴土層説明

府{立色部 1置造 uせ r;jl度
Ef貰 fゴ3守q

E苦悩 m ヒピ 1昆入物 干し出l そのf!h !位首
色 1荷造 上位 使度

持度
主主 百役r1rJ 

脇被 i丑 ヒピ 混入物 干L隙 その他

511iH2U1今

，. 

;ヌ人ヰ
SiCL 。うm

1 !Nl.i/O へ-sc ÷ ? 111す "ミア.中 I-Smrn十

I~黄1.7/0やや rrrrfillJ制..φ SiCL 0φ 5m 
ス状ポンジ

501m ~SC 十 +，司令 m十 パミ月中 J.......Smm:i:

φ 
SiCL O.5m 

3 lN1.7/0 '""'-，I1C + 4 H 十 111'1 "ミスφSmm十

5

凶角

m

税
l塊
m

状状~φ 豆 ψ 

ス状ポ+++
ンジ

ス風十婿ので化ラ分
パミ

ミ

L~ 土~ 05m 
24IN17/0 CL +++ m十 パミスゆ 1--5mm:t

25N
パ

101Y

ッ

7R

チ

/107
、

11 亙f有塊状ゆ
2
よ

+1

り
1
、

百

ih
状

1{ンジ
5mm CL + ム ++ iOYR3!1 .30rnm十

ilIT角地状。 SiCL ↓ム 戸、 Oih 5m 

4 INI.7Iυ 5mm ~SC ート 司令4 mト ノξミス lT5mm++

I~問mm 状
SiCL 0φ 5m 

|パ之ミ、ス11画φよlり~ー5 5 11，1.7/0 ~SC 十++ m十

l5mmm j 
SiCL 0ψ 5m 

パ-ιミ1ス1請φ。iA) |ス状ポンジ
6 INI.7/0 ~SC 」一 + ++.j m十

N17/0マトリ

26 
クロ10スッE

ク

、
R6/6ブ 州 LC~

L |二七

パミス'!JI--IOmlIl
十 +++ 十

271~~rプR4ロl'ッ3 、ク TIE角塊状φ +~ ，/f 

「状ポ土
ンジ
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NI 
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IスjioポHン十ジ
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ク
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ス
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守ミ溺スよ

φ
り
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百zmj!t担m虫荘状、 l'
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十~ O.5m パミス申 I.......Smm土
141H17/0 H 令 m-j 

33
間
10Y7R/i

日
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羽
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マ
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3

パ十

1

ミ
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、吾ス[よロ

φ

り
l+ 

へ

ム
35ロフク 5mm SL イト H 三二
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161話 5mn、 CL 

N17/0~ |亜苅 パミス φj.........1 Omm ヌ
J6110I'Rlii1 じL 十 +++ 十.......++

171州ブノレ、2/1--7- 5sHm17m fiぬ ト~
[風ザア化φノ0ロ

l状SL 371~ロ
10/Y

ッ4ク、プ
、

ITI，向!JI!状φ S~ 

i土
パ

701
ミ
m
ス++ゆ¥5 ス状

ポンジ
5mm SL ++ 

18 ワじ10クるYス1{2、/6/l マ6括1主 mï(idru.H~ SL- .~ 
|スオヤジ

5mm L ++ 

191~ロ/ッ4ク、6/6ブ 戸Il，!JI!:I!:.
L ト |パ7mミmス++φ15 1;スポ:ンジ

2日4士1/0/Y/3レI1U//!1? 、
|鼠リア化φパ0ミ5ス~問
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、

ln"-t

スエ
5
出
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円1Il

刊
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N 1.7iO~ m~Jfl!地状 φ S~ 

3
よ
7
り
厨
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ク
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第 3節根下戸盟遺跡

[壁・底面] 聞く平坦な底面から内反して立ち上がり、やがて緩やかに外反して関口部に至る「ラッ

パj状の横断面を呈する。逆茂木跡は、平坦な底面から外傾して直線的に立ち上がっている。 SK本

体の内反部から第42層(植物根の撹乱)が横に伸びている。

⑤SKT10 (5号)陥し穴(第12図、第27表)

[{:立置] MS76・77グリッドに位置する。

[平面形・規模] 長軸1.42m程の不整形を毘し、確認面からの深さは1.46mである。不整な円形を

呈する逆茂木跡は、底面のほぼ中央に位置し、関口部の直径は16cm、深さは20cmである。

[壁・底面] 固く平坦な底面からほぼ垂直かつ直線的に立ち上がるが、やがて緩やかに内反し、さ

らに関口部近くでは外反している。逆茂木跡は、平坦な底部から外傾して直線的に立ち上がる。

第27表 S K Tl0陥し穴土層説明

溺[立色鰐 j蒔jj色 L性硬度
l積宜極 ，i生百

，¥'1;栴 If! ヒピ 混入物 孔隙 その他
i習立色調 指 士1'1 f~皮

鋭角塊状~)5 L-、 0ψ 5111 7パ十mミ、mスラlピφ 
ス状?，lヱfシ~シー

1 INI.7/0 -7m叩 CL 十 ート H. m"! 

φ5 
5! 

2 I~歯1.71口、や 蛮~角1m塊Jili!:有
0。3m 

L + IH lJlト

2.5YR6i4--i向角塊J堪iiトた1511OYR6/o E 

NL7/口、
lOYHI.?!l rt 

塊m状

φ 

3 パ10ッ~チ20mm L- O.5m 
CL + 十 mト 1611OYRI.i/1 

塊m
SL 

Nto1Y7R/1O、7/1" 

4 りパ10黄ッ~チ20ZmEm差上 !lli FI !ß.W.~φ5 L- 騎り+よi J 0φ 5m 
........7mm CL i土 1114 

25YR6/4-
!角角塊塊t状R~鹿17110YR6/6 s 

ラパ3IO/Y2ヮ、Rチ ilE角成状φ5 Rりート苦+よJ 
1010 

0ゆ5m 
|ア:土~ジ

-...7mm L _C m十
l宮510/4YR6/167/l、 ~!IE7角m塊m状φ5

SL 

61 筋3パ!2まッ.チでN、混117じ1/1る0 5 ;ffi flI ~Ujkψ5 L- lり→商十よJ 0φ 5m |ス状+ポこkン~ジ
-....7mm CL + 十 m+ 

乙円叫+三ゆ三ス加ア金ホル生ト田土翌之地口国一市一

7 パ310/Y:ッZ、Rチ iI!I{1有塊状φ5 府り十+よ、3 0。5m 
---7mm L m十

19Iî;;，.~~~t 角角持塊状状~直 s 

20よ10りY黄RI.7/1、 班1'，塊状φ5
-7mm SL 

8 
~EE7角mImU4iゃ5

SL + 十
パ十ミ、スSのφ0l~5m3mm+m++ 

|ス4+1ポ土ン~ジ 2.5YR6/4- 角f有機塊状状-;r!， 
2111OYR6/6 s 

IOYR1/3- ~till7角m塊m状φ5 パ?ミ.ス5φゆ口l~5m3mmHm 
|ス状ポ土ン~ジ

91412 SL + + 
22よ10りn貧11.7/1、 illi角塊状φ5

--7mm SCL 

!IIT角塊状φ5
一γ~

-1へ，
ハZミ吋ス…φH 

ホIス1?kポ土ン~ジ
10より!吊 ......7mm L ++ 十

7角q!塊屯状ii;~耳is 

410/Y2 百3/3- ilE角 ~W: φ5
ノ寸ミミ.スSφ

Iス状十ポ±ン~ジ
11 "-71ll1ll SL → + 

24よ10りY誠RI.7/1、 EP-E7角IJlJI!i!:.;5
SCL 

召
角liJ波球状状-!lli 

E ++ パミスφj-7mm十一 SC 

;Ue角塊状φう サ，、ー スi十tポ士 ジ

13110YR17/1 .........7mm L 4トト ノミミブ:tfl5mmト

2.5YR6!4-iド向州1r有悦均i峨州塊似草域E4状#状~ 
26110YR6/6 S 

⑥SKT11 (6号)陥し穴(第12図、第28表、図版4-3・4) 

[位置] MU76・77グリッドに位置する。

[確認] 地山面で確認した。

度鼠'iB 性可E盟
路{航 tR ヒピ 混入物 干し隙 その他

1+ 
パ1ミ1 スSo!JφlO!~5m3mmemH 

令す パミスφ5"-7mlll十

++ H パミスφ'.........Smm十

ス状十，)土._-ジ

++ ノミミフ、φ5--7mm.j

I~ザ1+ 3騎 ++- i ス即対M状?オポlH+ぞ
斗ゃ +++ パミスゆ !-5mm十

++ パミスゆj-?mm十

+よ1+8り厨

→守 +++ パミスφ3........Smm++

++ パミスφ5-7mm+Iー

+よi+gり扇

ート '" パさス ψ3-5mm++

++ バミス φ5-..-7mm+I~ 

Jーl-+aりR雪

+ +++ パミスゆ 3-5mm++

~'..，ミス川、 5 中 0.5-

十 ++ Imm 

4トマ少 パミスtTS"-711UU十|一

[平面形・規模] 直径1.18mの円形を呈し、確認面からの深さは1.28mで、ある。同じく円形を

る逆茂木跡は、底部中央からやや南に位置し、関口部の直径は18cm、深さは28cmで、ある。

[壁・底面] 聞く平坦な底面から外傾し、直線的に立ち上がる。 逆茂木跡は、平坦な底面から斜め

に傾きながら立ち上がる。
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第 4章調査の記録

第28表 SKTll焔し穴土層説明

!{国¥L白制
績I庶 打可短

その(出t再 H'tIf1l1!JlJ-: Jl)' 腐続 t* ヒヒ「 混入勃 lL蹴 厨位色調 構造 土佐 M!l主
鍛度密 性可塑

腐植 {毘 ヒピ混入物 孔隙 その他

S-
N17/り~ m~ífj!:tt :t;'φ ミ T -

!iT+ 1 IIOYRI7/I --7mm SL 一十 +++ J7 g~~詰RZ4じ13ると !lli角IIJ塊即刻j!: ス状ポ土/ジE4年Lい、5
++- 会~

砂 φO.5mm十

1 l||1 N 踏るiG1いYよ7Rり/1O筒7/、八I~、1i L、や
ム~ tベ沙ミトス ¥n"i .. 

I-Imm +令ーι φ lBI~;i;混R4じノ:る3と 直-1角0塊Illm割 SS多Lい、S ++-ー 土~ ス状ポ±ンジ
日 でtじbラ区吾ミと分ナiさ司

砂ψO.5mm.j

J I より10革りY然Rl、72 jr計lよ、

符1m
L- ~- ，.-

+ 
ノtミスrTO.5mm件、

CL 十 砂+ 混R4じ/3るK 

S- でれじ16ラ崩区るミ分とナ同さ
IT~fiJ塊状 φ7 S多Lい、S ++- +- スポンジ

~】Omm 砂争O.5mm+ 状 +

月l~ (i， ~世状的 5 →~  +へe fi:ToU.l-
I 110)'1ミ2/2 一ν7mm SL 噌 ψ γ O.5mmtす十 班~角i0m!車m状。7

++へ♂ 0砂5φmOm+l+~ +、ノ号ミス
ス状ポ十ンジ

20110YR17/1 SCL + +++ φ5--7mm 

汚
1;面OY的R2日/12LA、

1m (ijJJ屯 φ5Sり柄よ.4 + 砂イJ().l-
--7mm H 一← ト O.5mm+++ 211~~rj~:1じ/ヲると 認~角101m)似mた<)7 S- 土~ ス41:?H士ンジ

SL H + 砂 $O.5mm十

62lO/Y3 百3/4- 硫角JJit状φ55RりdLCよ、5 砂 .0.1-
"'__7mn】 4ト+ ← O.5nlln~' ; ~ 221~~;:;'昆4じ13ると ~日旺角10f11地'"状1φ7 

S- +- ス状ポ土ンジ
SL H +ー 長[yφO.5mm-f

++-
711りYH4/3 1- 5 

NL7/0- CL-
2よ0り扇

村よ哲、2十2履
23110YR1.7/1 SCL " " '" 

ふ 砂H

8 IIOYR2/2 
相、田守イ可口!!阜ilt任ψ5

SL 

--_ ム+ーー 0砂5ゆmGm+3+~争 ~ 24gσ/2Y14昆14じi3ると d~lifltoii!n4tm ttφ7 s- ←~ ス状ポ士ンジ
SL 4ト' →一一 f&φO.5mm-i 

tUYltl/4--- ~恒7角m1mt状φ5
5綴りよ、5 

0時5ゆ~I 0十l十~十 一ι91213 " ÷ 1 1 お 2io/Y21J見Mじ13ると
可i!filt鬼状。7s- +- スjl:ポ土Jジ
，...__IOrnm SL +ィ6 + 酵母O.5mm十

|車~問IOmm 
状ヌ+戸 ジ

IOIIOYRI.7/1 SCL 命令 砂 φO.t--O.5mm++
亜角l似たφ7 ++へ， 0砂材++叩 、 F~ミス ユ状Tl+fJ ジ

2ó1 1O'口~1. 7il -...10mm SCL + +++ φ3 

210fY2 R2/l F- illi角10地~tI:ψ7 ス状ポ+ンジ
11 SCL 十 ++ 砂φO.1-0.5mm++

IOYR4/lと ffii角塊状ゆ71S- ヤ~ ス状ポ±ンジ
271212百tじる .......IOmm SL ++ t居aφO.5mm+

10YR2/1-- 可r.f_q ~Jtt~}~ψ7 !~ ++-
パ砂ミφス0φ5m2~m+7+121m‘ ス状ポ二iニンジ

121212 .......lOmm C ト サ ベト 281;~~混Hじ13ると il!i角10rm4m4公φ7S- 会~ スポンジ

SL H + 砂 φO.5mm+ 状+

131107Y/Rl 2/1~ Z~i111i3{1j担~[j状 φ73やCLやl 、 H-
よ1+2り扇

パ砂ミφス0φ5m2~mH7m |ス状ポ土ンジ
十

NL7/0- 箆角~状ゆ CL-
2よ日り}面

よ++9、2十2蔚
291IOYRL7/1 5mm SCL ++ ++ +++ + 砂H

，ITj<，DU状φ7
SやLや、 ++ ...... 

よ十12り層、

パ砂ミφス0φ5m2~mH7m |ス状ポ土ンジ
14110YR2/2 --lOmm C+ 4 3ul~~rとR51/73/~l 

可f!角地状ゅ SL- 7風もmの化mをパ投ミスげφ込5ん~だ
ス状ポ土ンジ

7mm SCL ++ + 

叩 YR2/j-..， IlIi角10lmtmiRφ7 lス状ポ土ンジ
1511.7/1 SCL 4歩4争 一← ++ l1J>φO.5mffi十

Si-- ート《】

31110)，R5/3 SiC ++ 

じ13ると 目~立f1q0lm虫m状φ7日~ ト~ lスtkポ±ンジ
SL "十

斗令 i?TφO.5mm十 32間10Y7R/!0~?/l 5ZEIIMfq11 f地4kゅ
2よ0り鴎

Hト 。。 +H + 砂H
+よ+9、242溺 逆町穴茂木

( 2 ) 陥し穴状土坑(溝状)

Cl)SKT8 (7 焔し穴(第13図、第29表、図版4-5・6) 

[位置] Mp.MQ74グリッドに位置する。

[平面形・規模] 細長いクレパス状の平面形 し、関口部で長軸3.8m、短軸0.42m、底面で長軸

3.98m、短軸0.2mで、ある。確認面から底面までの深さは 1mで、ある。

[壁・底面] 固く平坦な底面から IVJ字状に立ち上がる。

⑧ SKT12 (8号)陥し穴(第13図、第30表)

[位撞] MR70グリッドに位置するが、調査区域境界によって切られている。

[平街形・規模] 調査区域で検出されたのは遺構のごく端部であり、大部分は調査区外へと伸びて

いる。全容は明らかではないが、検出部分から判断して、やはり細長いクレパス状を呈していると思

われる。なお、検出部分における長軸は関口部で0.54m、底面で0.88mで、あり、確認面から底閉まで

の深さは0.96mで、ある。

[壁・底面] ほぼ平坦な底面から IVJ字状に立ち上がる。
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第 4主主 調査の記録

SKT8 
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MQ74より

jヒ2.0m ムぐ
東1.6m

_A_56.200m 

@ 
根下戸田遺跡

⑭ 
SKT12 

7仁MH1R0751mより

B 

M南東R117071mm よJ りJ 、

MQ74より

々北1.4m
東O.2m
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第3節根下戸E遺跡

第29表 SKT8陥し穴土層説明 第30表 S K T 12陥し穴土層説明

』層立己翻 檎連 上性 硬度
軍度主司E性可塑

.;<iiM 4昆 ヒピ 混入物 {L間l その他 {種立色調 l首選 土性 限度
鰍lJt密 性可E担

腐憾 俄 ヒピ 混入物

lOYRI.7/1-
li可m角m 

SiL ........ →-- inームJ.I立二子ψ iスO状ポl。mニm十I INl.5/0 L 4 →ー ++司令 5nun土~
NI7!O- 5間角fJ !1粒~R状{~;φ司~li

夕2刊ljじn+パ÷ミス1
1 I1OYRI.7/1 L 十+ +++ ++ 

『距 fi， JJ，~，ゅ SiL- ，--、， {)φ n3土m 「ロムJ粒子。 1スotR ポlO mンmジト
2 IlOYRl.7!1 5mm L 十 子+ 511l1ll::!:.--一 NJ.7/0-- 閲5角m塊粒m状状~φ m~ 

1;鼠7Cよi 

腐+よ、!腐一台よ、!

2 110YRI.7!1 り1. り1 +H 1， I 

ト10リYクRスI、U6/Jl6 マ
0φ 5m 

スポンジ

問~fIJ~事t111状l;-iJli L-
+ 

H_ 
パ10ミmスm+o+f 3 混じる CL |土 m十

十~ 3 I黄 illi件jJJI~ :j)~φ
5mm CL + ベト 十

|l10 iスRポ1ゅIlllンlけジ÷ 
4 Iiト1昆0F7じkク官るスII、76/J16マ

問角j粒虫状状-'Ili 尉り土+よ3 Hり斗昔よトJ 
φ 

ノ10ミミmスmHφ号~戸H+ 
L- ++-、 O.5m 
CL m-I 

5 
l同角枚掠目状E 

SiL♂」 ス状0ポ1ゆンlll1ジ++ 
風再層山灰1化Ilの積火

SL J 。， パミス 4，lOnuu+++

!?状がに残fるH粒

ス，jf/ジ

6 り、1.7/1よ 日L- fローム立 Fψ
CL ート 十 +++ 5mm土

4 I~黄L7/0やや 5蛮m角m塊状 十~ 風化l'~ミス φ

→一 令 + 5mm----:ト

51~黄!111、74/1り胃や上やり 市1角f堆11:ゅ +-
l風5m化mパ~ミス土!! 

5mm 十 +，ι 

7 
|問角削塊状-illi 

SiL..._ o 状スポl。uン1mジH 
風鴎山I写日化堆;火の積

SL 十 H ノ毛ミス中lOnunHi

IOYRL7/1よIずi州員、かが制に残間る状粒、わ fロームJ牧子 φ

O 1吋〈iz-，iSjφm、〆mン司+酬+ 

E りj吊し、 + 寸 +~ト4ト 5mm土

新;
百九楠品 L- ート~ 風5m化m一パミスφ1-
5mm CL 十 +~ト |士

1;風m化m+パ++ミ7 大量に入る 5mm CL l土 十 H+ 

I.5YR5i6---I角ijjf塊角線状状~
l マ土~~7. 9ト混リじクるス11…5，7.8R雪m 

9 16/6 十

8 ll1N より議lり7tpJeO.、85嵐局よ
591nm 角~状ゆ L- 十~

!会CL ÷ ++ 

IOYRI.7/1-'lli角塊状φ5 煽η÷よ1、-9 土~
IOIN1.3/1 ----7mm SL パミス，f，5nJlllf! 1-

91;より4黒1η7黄o‘~~同濡} 
lJFRI角m塊lJ.

L- +-
|嵐7m山m十 スCL + ++ |土

L- パミス巾 30-
角塊状 SL " 40mm! ~I 

iol!lNより!iり且7黄，O'.l~園層トI~亜mfmq塊状
L- ート~ 風化パミスφ5-
CL + H 7mm十

Jリ7じ10ク5るYYスRR4、6/J45マisト
L- “~  1;向01凹けH子角塊i!: SL l111OYR4!6 

1 角}!，塊~~;{!状R'匂!![ SCL 一Aι… ++ ~ バミフ、。 IOmrn+++

LS- ノミミスφJmm士~

日販4状f駐制2ーグづ号

13110Y且4/4 角1鬼lI; LSi +++ ++ 1+ 

12 Nより黒1り7黄/0、、415層厨よ
5盟m角m成状φ 十~ 7風m化mパ十ミスφ5-

SiCL 4 ++ + 

141~リlじoク5るnYスuR、6//4Eマ品ト1 
LS-

I~と13+り+層、
パ20ミmスm+φ)10---

段償問hUP 似ーグプラ

角割江状 LSi 

1311OYR4/6 
角角塊塊状状-illi 

SCL → 今4ト + /<ミス申 lOmm+++

J~よりE1りa7賞/0、、45溺厨よ illIffJ!!屯状ゃ 思{むパミスφ5-
5nUll 日CL 「 H+ 7mm+ 

翼連防

よ3り+ 廓 よ14り層 パミス
LS- 1511oYR4/6 

角角塊塊状状-illi 
SCL + 4砂+ →一 パミス申 IOmm+++

15110YR7/4 jfl塊状 LSi 十 ア、ラピリ 1

IOYR7/4マト
+よ1+1り+層、

161~リじク5るYスR、6/8i1i'. LS- パ20ミmスm+ゆ110-
角 ~U状 LSi 

16ii1Nより黒1り黄7/0、.5周 寸~ lf10口凹…ムt.Jf
IS';Ull SiCL 4 1+トザ

13!騎、
よ14り潟

ザ町と、，マ、ι 

イ疑斑似、グラ

Fe02 
LS- より

ア、ラピリ十
チ状ュープ

17110YR7/4 角塊状 LSi 十

5.，112/1- LS-
1812/3 I!i状 s +++ Fe02，Mg 

( 3 )土坑

① S K 13土坑(第13図、第31表)

[位置] MU78、MV78グリッドに位置する。

[平面形・規模] 産径2.34mの円形を呈し、確認面からの深さはO.22mで、ある。

[壁・底面] 悶く平坦な底面から、やや外傾して立ち上がっている。

第31表 S K 13土坑土層説明
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第4章調査の記録

2 .平安時代以降の遺構

( 1 )製鉄関連遺構

いずれもト和田 a火山灰の再堆積層上の平坦面に廃棄

されており、自然の営力で鉄淳が散らばっている。確認

面から15cm下まで分布している。 4号排j宰場には 2箇所

のブロック状に鉄淳が集積されていた(第14図、第32表、

悶片反 5-3・4 ・5 )。

第32表排津場一覧

第 4節出 土遺物

@ 

f"" r-....) CI 

寸志ぷ~
MQて保子ν1i7

第14図根下戸亜遺跡SS 4 (4号)排津場

縄文時代前期土器

根下戸 I遺跡から出土した土器9点を示す。いずれも風化が進み、焼成は甘い。胎土には全て繊維

が混入され砂を多く含む。また海綿状骨針を含むものもある。 1は復原口径15cmの口縁部破片である。

可目

6 

E白

門
ハ
ハ
川
9

第15図 根下戸 I遺跡他出土縄文土器(円筒下層式)

I遺跡では、石器が355点出土した。集中地点 lから58点、 2から272点、単体25点と規模が

異なる。集中地点 l、2間で 6母岩 (No.5、9、16、23、26、27)が共有され、同時期に形成され

たと考えられる。石器群は29母岩122点と145点の単体および88点の磯で構成される(第33・34表)。

集中地点 1と2では、石材組成が異なる。

と凝灰岩質安山岩が主体となる。多様度は0.39、公平度は0.35である。修正ウェーパー値から

玉髄が目立つ集中地点 1に対して、 2では頁岩

地点 lにある器種は全て集中地点 2に含まれ、 2は1を包括する。を用いる。器種組成は、

集中地点から出土した剥片の大きさを第36表に示す。折れているものは剥片・ RF'UF合わせて

95点45.9%ある。背面→腹面51点53.7%、腹面一+背面31点32.6%、被熱による折れ13点13.7%である。

背面の剥離方向は主要剥離面と共通するもの78点56.1%、逆方向を含むもの10点7.2%、右方向を
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第16図様下戸 I遺跡他出土石器
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くこここ〉
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建議弘

亡二〉

&士 d 往生 IlJ _l婦、丘ヨ~Il-hn 
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( 1・2:石鎖、 3---5::石匙、 6. 8 • 9・11• 12 :スクレイパ…、 7. 10 :石箆)
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f二二コ

C二コ
第17図根下戸 I遺跡他出土石器

4 

Q~ 

11 

〈二二二〉

(1----3:折断石器、 4・5・7・8. .コア、 6:剥片、 9:ハンマ一、 10: :石錘、 11:石血)
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含むもの10点7.2%、左方向を含むもの 9点6.5%である。被熱等

で剥離方向が不明なものが 7点ある。複数方向ある場合2回数え

ており 139面となる。白然面を残すものが32点23.0%ある。

剥片 .RF.UFに残された80打面の特徴は、単純剥離面打面

37点46.3%、複合剥離面打面白点目.8%、微調整を行う複合剥離

面打面 2点2.5%、点状打面 1点1.25%、線上打面 3点3.75%、

自然面を残すもの11点13.8%、打面ハジケ11点13.8%である。打

点が明瞭なものはお点28.8%ある。

打面サイズは長さ5.95mm、幅16.9mmを平均とする。最頻値は長

さ1.6mm、幅 6mmで、ある。最大値は長さ27.5鵬、幅41.1mm、最小

値は長さ0.8nm1、幅1.9nm1である。標準偏差は長さ4.8、幅11.3で

ある。また、剥片剥離角は最大104
0

、最1]'，39
0

、平均70.2
0

、

最頻値7T、標準偏差9.46である。

剥片 .RF.UFの末端77点の形状は、フェザー・エンド54点

70.1 %、ヒンジ・フラクチャー 17点22.1%、ステッフ0 ・フラク

チャ -6点7.8%、ウートラ曾パッセ 0点。%である。

利器は、図版に従って解説する。石鍛(第16図 1・2)は全2

を示した。硬質頁岩製である。 2は特に薄手の剥片を素材とし

ている。 1の先端は丸くつぶれており、 ドリルとしても使用され

た可能性がある。 2は基部側が折れている。

3~5 は石匙の破損品である。 3 は中央から折れているが、

材形状をよく残し縦長剥片を利用したものとわかる。つまみは素

材剥片の打面部側に作られる。 5は末端側である。 4はつまみ部

が折れている。刃部調整剥片が接合した。硬質頁岩製である。

第16図6は尖頭状スクレイパーである。背面には自然面が残る

が、刃部の調整は丁寧である。素材剥片の側面形状は緩くねじれ

ながらやや湾曲する。そのカーブを利用して刃部を設定する。 9

は凹刃となる。素材剥片は縦長である。背面に自然面を大きく残

している。 11・12はエンドスクレイパーである。 11は若干ウート

ラ・パッセとなった剥片を利用している。

第4節出土遺物

第33表根下戸 I遺跡

出土五器組成

数量 比率

剥片 148 0.42 

RF 33 0.09 

UF 26 0.07 

石核 11 0.03 

削器 24 0.07 
在住 。
蔽石 5 0.01 

磨石 4 0.01 

ち皿 ウ 0.01 
陛争 88 0.25 

石鍛 づ 0.01 

模 。
石箆 。
石匙 ウ 0.01 

砥石 つ 0.01 

石錘 5 0.01 

355 

第34表根下戸 I遺跡

出土石材組成

石材 数量 比率

頁岩 196 0.56 

砂岩 2 0.01 
安山岩 16 0.05 
凝灰岩質安山岩 68 0.19 
石英質安山岩 6 0.02 

凝灰岩 26 0.07 

片麻岩 。
緑泥片岩 。
黒曜石 11 0.03 

玉髄 5 0.01 
パミス 。
鉄石英 3 0.01 

石英 2 0.01 

泥岩 9 0.03 

不明 8 0.02 

合計 355 1.01 

% 

41.7 

9.3 

7.32 
3.1 

6.76 

0.28 

1.41 

1.13 
0.56 

24.8 

0.56 

0.28 

0.28 

0.56 
0.56 

1.41 

% 
56 

0.57 

4.57 

19.4 

1.71 

7.43 
0.29 I 

0.29 

1.43 

0.29 I 

0.86 I 

0.57 I 
2.57 I 

2.29 
101 I 

第35表摂下戸 I遺跡出土主体

石材(修正ウェーバ一億)

石箆は全て硬質頁岩の郡片を利用している。 7は、大形の石箆の破損品である。刃部腹面には長軸

方向へ向かう大きな剥離面があり、使用による衝撃剥離と考えられる。また破損面を打面として再調

整されている。折損部に表れた鋭いエッジを使用する。 10は石箆の破損品を再調整したものである。

刃部側から長軸方向に向かつて大きな剥離部があり、使用による衝撃剥離である可能性が高い。

第17図 1--3は折断石器の変形過程を示す。本遺跡を特徴づける石器で、あり、剥片総数中56%、R

F. U F58点中41点70.7%を占める。2001年に報告した琴丘昨盤若台遺跡の剥片折損率が16.5%であっ

たことを考えると異常な高率である G 通常の剥片・石核を除外した利器102点の内40.2%をしめる。
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第 4章調査の記録

1は素材剥片でUFである。左側縁辺と末端に微細

な剥離痕が連続する。末端を折り取る。 2は末端 2笛

所を折り取る。折断面には微細な剥離痕がある。 3は

大形剥片の中央部である。両様剥離を用いて折断する。

第17図 4~8 に剥片と石核を示した。 4 ・ 5 は石核、

6は小形剥片である。黒曜石製。原礁は直径3~ 4cm 

の円礁である。 7は玉髄裂の石核(a )に剥片(b )が接

合した。 8は、夜径10cm大の頁岩の円擦を用いた石核

である。外皮を大きく残し、縦長から正方形に近いす

まりの剥片までを剥離している。打面を 3回転移し

ている。打面調整は特に施さない。打面作出を行った

ままの単純剥離面打面から、作業面を打面として転移

している。最後は自然面を打面に用いる。

9はハンマ一、 10は石錘である。錘は 5点出土した。

安山岩や凝灰岩を用いている。 11の石血は 2点出土し

た内の l点を図示した。 磯群に利用されており、火を

受けて割れている。

中近世陶磁器 (第18図)

根下戸 I遺跡出土の中世間産陶器 l点、 II.湿遺跡

出土の近世磁器を 5点図示した。肥前系磁器が多いo

lは、瀬戸・美濃産の皿で大窯E期である。

第18図 根下戸 1.宜・盤遺跡出土問磁器

第36表根下戸 I遺跡出土剥片の大きさ

長さ即B lt高mm }享さmm震さg

平均 32.3 30.2 7.09 11.5 
最頻値 16.8 12.3 1.5 0.5 
最大値 90.8 125 26.7 114 
最小値 7.9 7.2 1.1 0.1 
標準偏差 22.1 18.5 5.94 19.2 

第37表根下戸 I遺跡出土 RFの大きさ

長さmm幅mm 厚さmm重さg

平均 33.3 32.9 8.27 13.3 

最頻値 23.8 6 

最大値 71.9 68.5 25.1 131 
最小値 7 13.2 2.4 0.2 

標準偏差 13.1 12.9 3.93 12.8 

第38表根下戸 I遺跡出土石錘の比震

遺 構 グリッ
|言語|部位 石材

母岩
長(田皿さ) {憾田皿) (厚皿皿さ) 重{gさ) |図版No No ド No No 

OISQ 131KM24 171 6 11 26 21.9 14.5 5.41 1.6 16 
170lSQ 121LE31 17 01 23 15.4 3.31 1.1 161 2 
121SQ 121LH33 24 01 31.8 31.7 4.6 61 16 3 

l 0 l 5S♀ Q 
12 01 24 6 01 46 56 11ー 161 4 
121LH33 612.3 1I 21 54.3 411 6.8 14.8 161 5 

OISQ I31L32時N 61 6 01 102 32.7 16.8 58.3 161 6 
OISQ 12 01 23 3 01 57 521 20 161 7 

1321SQ 121LD31 6 ? 01 60.9 50.5 11.1 40.8 161 8 

3O1 E5♀ Q 
13IKL25 61 6 01 76.3 36.5 7.31 23.8 161 9 
131KL24 61 6 01 64.6 32.6 8.91 14.4 161 10 

OISQ 131KM24 61 6 01 56.1 51.9 14.4 34.3 161 11 
2181SQ 121LE30 61 6 01 78.6 54.6 21.5 61.2 161 12 
1231SQ 121LD32 311.2 11 13 55.1 711 10.2 43.1 17 
31S 121LH34 3 11 12 45.9 62 131 34.1 171 2 
1IS 121LH34 61 2 11 12 18.9 33.8 8.31 5.4 17 3 

40IS 131KL24 5 61 13 01 26.9 27.6 12.7 71 17 4 
51S 131KM25 5 61 13 01 31.9 17.8 15.5 71 17 5 
OIS 131KM24 61 13 261 20.5 151 7.4 2.31 17 6 
811S 131KL25 5 61 14 01 40.8 96.8 33.8 1401 17 7 
821S 131KL25 61 14 01 27.3 37.6 16.9 14.6 171 7 。SQ 

炉弓 315C56 6 6 q15 o o 
68.7 78.5 55.8 346 171 8 

203 。 73.41 52.8 46.1 173 171 9 
4 SQ 131KL24 99.3 89.5 25.2 250 171 10 

LE30. 
223 SQ 121LD30 131 0 51 0 240 250 22.2 1252 171 11 

5 

(1 :瀬戸美濃系組大紫E期、2'---4:江戸時代、2・3:肥前系組、4:肥前系徳利、5:近代瀬戸美濃系血)
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第 5章 自然科学的分析

第 l節 根下戸田遺跡出土鉄関連遺物の金属考古学的分析

岩手県立博物館赤沼英男

l はじめに

秋田県大館市根下戸新町に立地する根下戸盟遺跡は、平成12年度に行われた大館西街路建設事業に

よって確認された遺跡である。調査の結果、古代以降と推定される排浮場 4基が発見され、そのうち

の1基から穎粒状物質が間着した資料が検出された 1)。

穎粒状物質の組成を調べ、その成因を推定することを自的として資料の金属考古学的調査を実施し

たところ、いずれも鉄錆で、明瞭な鋼組織も確認された。錦を純化・整形する過程で生成したものと

推定される。 以下に調査結果を報告する。

2 金属考古学的調査資料

金属考古学的調査を実施した資料は、 MP67.d2グリット、 MV78.g5グリット、 MR73.e4グリット、

a 8・b7グリットから出土した11資料である(第40表)。資料はいずれも排棄場からみいだされて

おり、生産設備に伴って検出されたものではない 1)。いずれも小塊状、または片状を呈している。資

料番号、検出遺構、推定年代、および外観形状は第40表に示すとおりである。

3 分析用試料の調整

選別された資料をダイヤモンドカッターで 2分し、それぞれの切断面から小試料片を摘出した。摘

出した試料片のうち大きい方の試料片を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供した。各資料から

の金属考古学的調査用試料片の摘出位置は、第四図、第20図に示すとおりである口

4 分析方法

組織観察用試料片はエポキシ樹脂で包埋し、エメリ-紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。

このようにして作成した研磨面を金属顕微鏡で観察し、鉄器、鉄j宰の成因を推定するうえで重要と判

断された金属粒、鉱物の組成をエレクト口ン・プロープ・マイクロアナライザー (EPMA)で調べ

た。化学成分用試料片についてはその表面に付着する錆や土砂を除去し、エチルアルコール、アセト

ンで洗浄し十分に乾かした後、テアロン分解容器に直接秤量し、酸を使って溶解した。このようにし

て調整した溶液中のT.Fe(全鉄)をはじめとする第41表に示す12成分を、誘導結合プラズマ発光分光

分析法 (ICP-AES法)で分析した。

5 金属考古学的調査結果

5-1 資料の組織観察結果(第19図)

NO.5 (第19図a)から摘出した試料片はその全域が錆で構成され、いたるところに亀裂や気孔がみ

られた。マク口組織(第四図b)の枠で囲んだ内部のEPMAによる組成像 (COMP)には、錆の

中にウスタイト(化学理論組成FeO)と精灰色領域 (S)によって構成される組織が見出された。 E

PMAによる分析によって暗灰色領域はFeO-MgO-Si02系で、あることがわかった(第19図CI-C4)。なお、

錆部分からはメタル時の地金を推定できる組織を見いだすことができなかった。
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第5章 自然科学的分析

NO.l ~No.4、 NO.6~No.llもそのほとんどが錆によって十葬成されている。 NO.2、NO.3...NO.8、No.10

は直径O.2~0. 3cmの微小鉄粒が集積し、錆化の過程で固着したものと推定される。鉄は炭素量によっ

て銑鉄 (2%を上回る炭素を含有する鉄)と鋼(炭素量が2%以下の鉄)に分類され、前者は銅製鉄

器の製作に、後者は鋳造鉄器、および鏑製造の素材として使用される o NO.l... NO.3にはセメンタイト

(Fe3C)の欠落孔と推定される組織が観察されヘ鏑の可能性が高いことがわかったが、炭素の推定

は困難で、あった。他の 9点については、鍋または銑鉄に分類する組織を見いだすことができなかった0

5-2 資料の化学組成

第41表に摘出した試料片の化学成分分析結果を示すo T.Feは34~63% 、 Si 、 Alはそれぞれ1. 3~ 7 %、

0.3~ 5 %である。いずれも相当に錆化が進んだ試料であり、 5-1の組織観察結果とよく整合する。

含有されるSi、Alは主として土砂の固着と混在する非金属介荘物に起因するものと推定される。 NO.2、

NO.8、NO.IO、および、NO.llからは0.1%を上回る Pが分析された。 pは埋蔵環境下から富イとされる場合

がある 410 錆化が向程度で、ほほ同じ埋蔵環境下にあったと推定される鉄器の組成と比較し、富化の

有無を検討する必要があるが、 No.2，NO.8、NO.IO、No.llの比較資料はなく、富イヒの問題を検討する

ことが困難である。ここでは錆化前の鉄に0.1%を上回る Pが含有されていた可能性を述べるにとどめ

ておく。

6 考察

6-1 推定される古代の銅製造法

古代および中世の銅製造法は未だに不明な部分が多く、幾つかの方法が提案されている。原料鉱石

(砂鉄または鉄鉱石)を製錬して得られる鉄の組成に関する見解の相違が、その主な理由と考えられ

る。製錬によって生産された鉄は、鋼を主成分とし銑鉄も混在した炭素量が不均一なもので、相当な

不純物(鉄淳)をも含んでいる。そのような組成の鉄から極力鋼を摘出した後、それを加熱・鍛打し

て含有される不純物を取り除くとともに、炭素量の調節を行って目的とする鍋を製造するという鋼製

造法(精錬鍛冶法)が提案されてい 5)。この方法は近世たたら吹製鉄における錦押し法6)で製造され

た鉄塊を純化する操作とほぼ同じとみることができる。

古代において鏑を溶融できるほど炉内温度を維持することは関難であったと考えられるので、主と

して鋼から成る鉄から鉄浮を分離 a 除去する際の基本操作は加熱'鍛打によったとみなければならな

い。組成が不均一な鉄から純化された鋼を得る操作に精錬鍛冶という用語が用いられたのは、上述の

によるものと推察される。

一方、おびただしい数の鉄仏や鉄鏑、鉄釜などの鋳造鉄器の普及が示すように?に遅くとも 9世紀

には安定的に銑鉄を生産する技術、すなわち銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていた可能性が

ある。得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作されるわけであるが、生産

された銑鉄を脱炭することにより鍋の製造も可能となる。この方法は銑鉄を経由して鋼が製造される

という意味で、間接製鋼(鉄)法8)に位彊づけられる。

銑鉄を脱炭する方法のーっとして、近世たたら吹製鉄における大鍛冶がよく知られている。たたら

吹製鉄には銑押し法と鈎押し法の 2つの方法がある 6)。鈎押し法における生産の主目的物は錦鉄(主

として鋼からなる鉄塊)、銑押し法では炉外に流し出される銑鉄であるが、副生成物として炉内に錦

鉄もできる。銑押し法において錨鉄は操業の妨げになるので、鉄棒をたえず炉内に入れ炉外に取り出
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すようっとめたという。このようにして生産された銑鉄が鍛冶場に運ばれる。そこではまず火床炉の

炉底に木炭を積み、その上に銑鉄を羽口前にアーチ形に積み重ね、さらに銑鉄の上を小炭で覆い、底

部に点火する。積み重ねられた銑鉄は内部にあるものから溶融し、滴下する。この時、羽口付近の酸

化性火焔にふれ、酸化され、鋼(左下鉄)となる。ここまでの操作を「左下Jという。左下鉄は製錬

時の副生成物である錨とともに再度同じ火床炉にアーチ状に積まれ、上述と同様にしてさらに脱炭が

図られる。脱炭が十分に進んだところで金敷の上にのせ、加熱・鍛打によって鉄淳の除去と整形がな

される。後者は「本場Jとよばれる。このように「左下Jと「本場J、2つの操作を経て包丁鉄を造

る方法が大鍛冶と呼ばれている 8)。上述から明らかなように大鍛冶における「本場Jは先に述べた精

錬鍛冶と出発物質こそ異なるものの、両者の操作内容は基本的にほぼ同じとみることができる。

大鍛冶では空気酸化により局所的に銑鉄の脱炭が図られるが、溶銑(銑鉄を溶融状態とする)を造

り、造淳剤を用いながら脱炭するという方法も提案されている 9)1ヘこの方法の場合、溶銑の確保と

それを脱炭するための設備が不可欠であり、その点についての検討が進められている。

製錬炉で生産された鉄は、主として銅からなるものの、銑鉄も混在した組成が不均ーな鉄である。

それを加熱・鍛打して純化し目的とする鍋を造る方法が古代における唯一の鋼製造法であったとする

見方に立てば、気密性を有する炉と炉から排出された流状淳の検出を根拠として、発見された炉跡を

製錬炉と判定することができる。しかし、気密性を有する炉には、銑鉄生産を日的とする炉、鋳物を

製作するための溶解炉があり、生産設備の詳細は不明ではあるものの、溶銑を脱炭し鋼を製造すると

いう精錬炉の存在についても検討する必要のあることが指摘されている山山。従って、炉跡の検出と

出土鉄浮の形状だけでただちにその機能を特定することは、古代の鉄・鉄器生産を解明する上での重

要な情報を見落とす危険がある。以下では、上述を考慮に入れて盤若台遺跡において検出された鉄塊

および鉄淳の成因について検討することとする。

6-3 鉄塊・鉄淳の成因

6 -1に基づけば、検出された鉄塊および鉄淳の成因については以下の 3つが考えられる。

① 製錬過程での生成。

② 製錬によって得られた銑鉄や鍋からなり炭素量が不均一で、相当量の鉄浮が回着した鉄塊を純

化し、目的とする鋼を製造する精錬鍛冶過程での生成。

③ 銑鉄を税炭し鋼を製造する過程での生成。

④ 純化した鋼を加熱・鍛打する過桂での生成。

金属考古学的に調査した資料は、主として錆からなる。中には鋼片がi古着して塊状をなしたと推定

される資料も確認された。ある程度純化された鏑を加熱・鍛打する過程で生成した資料、すなわち④

の可能性がまず考えられる。ただし、錆化前の鉄が鏑であった可能性を指摘できる鉄はNO.l、NO.3の

2点にすぎない。他の 9点は銑鉄または鋼のいずれかに分類するための金属考古学根拠を得ることが

できなかった。銑鉄が確認されれば、③および鋳造操作の実施についても検討しなければならない。

調査した11点の資料は、鉄生産活動に伴って廃棄された資料である。調査遺構周辺に生産設備が存

在している可能性が多分に考えられる。周辺地域の発掘調査の過程で鉄に関する生産設備が検出され

れば、その点を明確にすることができるものと思われる。今後の調査の進展に期待したい。
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第5章 自然科学的分析

第 2節放射性炭素年代測定

山形秀樹(パレオ・ラボ)

1 .放射性炭素年代測定について

根下戸H遺跡から出土した炭化物試料 l点の放射性炭素年代をAMS法にて測定した。

試料は、酸・アルカリ・酸洗絡を施して不純物を除去し、石墨(グラファイト)に調整した後、加速

器質量分析器 (AMS) にて測定した。測定された14C濃度について同位体分別の補正を行ったあと、

補正したl'IC濃度を用いて14C年代値 (yrBP: ADl， 950年から何年前かを示した値)を算出した。

なお、年代値の算出には14Cの半減期としてLibbyの半減期5，568年を使用して年代値を算出した。また、

付記した年代誤差は、計数値の標準偏差 σに基づいて算出し、標準偏差 (unesigma) に相当する年

代である。試料の14C計数率と現在の標準炭素 (Modemstandard carbon) の14C計数率の比

が14C(Sample)rC(Modem)詮 lの時は、l¥1odemと表示する。

2. 向{立体分別の補正について

した同位体比 (%0) は標準値からのずれを示し、 δ13Cの値は、試料炭素の13C/12C比を質量

分析器で測定し、標準にPDBを用いて、 O13C=[ {(13Cj12C)(sample)イ3C!，2C)(PDB)}j(13C!，2C)(PDB)] X 1000 

によって算出された値である。試料の δ13C値を -25.0%。に規格化することにより、測定された δ13C

の値を用いて14C濃度を補正し、これを用いて14C年代値を算出した。したがって、表示した14C年代

は同{立体分別効果による測定誤差を補正した年代髄である。

3.暦年代較正について

は、大気中のHC濃度が一定で半減期が5，568年として算出されたUC年代値 (yrBP) に

対し、過去の宇宙線強度の変動による大気中の].JC濃度の変動および半減期の違い (14Cの半減期5，730 

=l=40年)を補正し、より正確な一年代を求めるために14C年代を暦年代に変換することである。具体的

には、年代既知の樹木年輸の14C年代の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU-Th年代と14C年代の比較、

および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて14C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正曲

線を作成し、これを用いて較正暦年代値を算出する。較正暦年代催の算出にRadiocarbonCalibration 

Program* CALIB rev. 4.3 {Reference for datasets used: Stuiver，M.， Reimer，P..T.ヲ Baτd，E.，Beck，J.W.， 

Bu訂弓G.S.号 Hughen，K.A.ー Kromer，B.、McCormac，F.G.，v.d. Plicht，J.， and Spurk，M. (INTCAL98 : Stuiver 

et 弘、 1998a).Radiocarbon 40 : 1041-1083}を使用した。なお、交点年代値は14C年代値に相当する較

IUI線ヒの年代値であり、 lσ 年代はl1C年代誤差に相当する較正曲線上の年代範囲を示す。年代

を検討する場合は、 68%の確率で 1σ 年代rlJ福に示すいずれかの年代になる。暦年代への較正は約二万

年前からAD1，950年までが有効であり、 しないものについては較正暦年代舗を*****または

Modemと表示する。また、 AD1，955*はModemを意味する。但し、一万年以前のデータはまだ不完全

であるため注意する必要がある。

較正暦年代値に関しては、 14C年代値の参考として記載しているものである。

第42表放射性炭素年代測定結果
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第 3節 根下戸 I遺跡発掘調査検出黒曜石科学分析業務委託報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 .分析方法

( 1 )元素組成の測定

分析元素はSi02、Ti02、Ah03、Fe203、MnO、MgO、CaO、Na20、K20、P20S、Rb，Sr、Zrの13元素と

し、分析精度の高い波長分散型蛍光X線分析装置を用いたガラスピード法によって定量した。以下に、

測定方法を説明する。

1 )装置

理学電機工業社製RIXIOOO(F P法のグループ分析プログラム)

2 )試料調整

試料を振動ミル(平工製作所製TIlOO;10mQ容タングステンカーバイド容器)で彼粉砕した後、以

下の条件でガラスピードを作成した。

溶融装置;自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビートサンプラー (3491Al)

溶剤および希釈率;溶剤(ホウ酸リチウム)5.000 g :試料0.500g 

剥離剤;LiI (溶融中 2回投入)

溶融温度;1200
0

C 約7分

3 )測定条件

X線管;Cr (50Kト 50mA)

スペクトル;全元素Kα

分光結晶;LiF、PET、TAP、Ge

検出器;P-PC，SC 

言十数時間;PeaK40sec， Back20sec 

第43表元素分析結果
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第 6章 ま と め

根下戸 1. II .田遺跡からは、縄文時代から近世に至る遺構と遺物が発見された。 時代毎に重要な

点を記す。

縄文時代

発見された土器は地文のみであるが、前期の円筒下層式土器と推定した。 II遺跡 1号土坑出土の炭

化物に対して行った14C年代測定の結果は5695yrbp:::i:::35で、あるので、理化学的年代と矛盾しない。

I遺跡からは遺物集中地点が2筒所、 II.盟遺跡からは陥し穴がそれぞれ 6基と 8碁発見された。

隣接する根下戸道下遺跡でも 10碁の陥し穴が調査されており、活発な畏猟が行われていたといえる。

陥し穴の内、円柱形で逆茂木跡を残すものは立遺跡が4基、医遺跡では 6基を検出した。 溝状のも

のは両遺跡で 2基づっ検出された。円柱状で逆茂木を用いた良を多用している点に特徴がある。

陥し穴の分布傾向と地形を関連づけると、 E遺跡では台地の肩の部分に等高線と直交するように設

置している。部遺跡では台地平坦面に 1列に並んでいる。遺構の数や設置状況に違いはあるが、根下

戸II.III遺跡は一続きの狩猟場跡として捉えることができる。つまり回遺跡の獣道に沿って列状に配

された円柱状の陪し穴を配置し、 E遺跡の沢へと落ち込むライン上に畏を仕掛けたと考えられる。

I遺跡の遺物集中地点はほとんど石器と礁によって構成される。石器の50%以上が折断されている。

折断面には微細な剥離痕が残り、シャープな刃部を常に再生しながら作業を続けていたことがわかる。

出土石器の内75点20.8%が火を受けており炭化物も分布している。遺物集中地点2では火をおこし

少数の土器を使って煮炊きを行い、石器は頻繁に変形を繰り返すという作業内容が復原できる。土器

と擦は煮炊きに、頻繁に変形する石器は木工を中心とした作業に用いられたものと考えられる。

根下戸 1遺跡には陥し穴が無いことを考えると、沢を隔てた根下戸E遺跡の陥し穴にかかった動物

を引き上げ、運搬に向いた形に迅速に処理した場かもしれない。頻繁に折られて激しく変形し(フリ

ソン・エフェクト)捨てられる単純なRFが大量に出土する石器組成から、解体を行った可能性もあ

る。そして居住地として推定される芋掘沢遺跡に運んだものと考えられる。

平安時代以後

根下戸田遺跡で、排j幸場が4箇所発見された。検出聞は十和田 a起源の軽石が最も卓越する層の下

であるが、風成の 2次堆積であるから、遺構の構築時期は十和田 a火山灰の堆積後である。

第2排j宰場の中心は調査範囲外にのびている。第4排j宰場にはカーブの弱い椀形淳がまとめて置か

れていた。製鉄炉・鍛冶炉は未発見であるが、近隣の調査対象範囲外に構築されていたであろう。

根下戸 I遺跡斜面下から大窯期の皿が 1点発掘されており、中世にも人の活動が行われていたこと

がわかる。根下戸田遺跡からは近世の陶磁器片が出土している。
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180-7外 文化財発掘

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 な遺物 特記事項

根下 集落 縄文時代 陥し穴 14 縄文土器 縄文時代の陥し穴をまとめ

1 . II . m 狩j広場 前期 土坑 1 型式不明 て検出。 14C年代は5，695士

7、恩王包 日亦 遺物集中地点 2 石器 35yrbpo 

生産地 平安時代 製鉄関連遺構 4 鉄淳 平安時代以後の排j宰場を検

中世 (排浮場) 国産陶磁器 出。

近世 溝 l (肥前系、j頼 大窯E期の灰粕血 l 出土
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